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は
じ
め
に

『
茶
会
集
』
は
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
茶
会
記
で
、
そ
の
多
く
が

大
名
家
の
茶
会
の
記
録
で
あ
る
。
記
録
は
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
三
月
廿
八
日

か
ら
享
和
二
年（
一
八
〇
二
）頃
ま
で
の
一
七
八
年
間（
推
定
）に
及
び
、乾（
二
九
六

頁
）
に
は
、
寛
永
元
年
三
月
廿
八
日
か
ら
寛
政
九
年
頃
ま
で
が
収
録
さ
れ
、
坤

（
一
九
九
頁
）
に
は
明
確
な
日
付
は
特
定
で
き
な
い
が
寛
政
年
間
に
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
三
回
の
茶
会
の
記
録
の
後
、
安
永
四
年
十
二
月
十
九
日
か
ら
享
和
二
年
頃

ま
で
の
茶
会
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
坤
に
記
載
さ
れ
て
い
る
茶
会
は
日
付
が
順
不

同
に
な
っ
て
い
る
も
の
や
、
日
付
が
明
確
で
は
な
い
も
の
も
あ
り
、
ま
た
例
年
と

記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
書
体
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
同
じ
に
見
え
、
同
一

人
物
に
よ
る
筆
記
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

『
茶
会
集
』
の
評
釈
㈠　

―
寛
永
年
間
の
御
成
の
茶
会
―

石
井　

智
恵
美
＊ 
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『
茶
会
集
』
は
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
茶
会
記
で
、
そ
の
多
く
が
大
名
家
の
茶
会
の
記
録
で
あ
る
。
記
録
は
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）

三
月
二
八
日
か
ら
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
頃
ま
で
の
一
七
八
年
間
（
推
定
）
に
及
び
、
乾
（
二
九
六
頁
）
に
は
、
寛
永
元
年
三
月
二
八
日
か
ら
寛
政
九
年

（
一
七
九
七
）
頃
ま
で
が
収
録
さ
れ
、
坤
（
一
九
九
頁
）
に
は
明
確
な
日
付
は
特
定
で
き
な
い
が
寛
政
年
間
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
三
回
の
茶
会
の
記
録
の

後
に
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
一
二
月
一
九
日
か
ら
享
和
二
年
頃
ま
で
の
茶
会
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
茶
会
記
に
は
『
東
武
実
録
』
や
『
徳
川
実
記
』

等
に
記
載
さ
れ
る
事
が
あ
ま
り
な
い
茶
会
の
「
道
具
立
て
」
や
「
献
立
」
等
が
記
載
さ
れ
、
茶
の
湯
の
資
料
と
し
て
興
味
深
い
。

　
『
茶
会
集
』
に
は
全
一
二
二
件
の
記
録
が
あ
る
が
、
そ
の
中
の
確
実
に
茶
会
と
分
か
る
一
二
一
件
を
検
討
の
対
象
と
し
、
今
回
は
寛
政
年
間
の
大
名
茶
会

と
し
て
記
録
さ
れ
た
二
件
に
つ
い
て
評
釈
し
た
。

『
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
国
書
分
類
目
録
』
に
よ
れ
ば
、『
茶
会
集
』
は
江
戸
末
期

写
と
さ
れ
て
い
る
が
、蓬
左
文
庫
で
も
そ
の
詳
細
は
分
か
っ
て
い
な
い
。『
茶
会
集
』

乾
の
一
頁
目
に
押
さ
れ
て
い
る
蔵
書
印
を
見
て
み
る
と
印
文
は「
張
府
内
庫
図
書
」

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
尾
張
家
初
代
義
直
（
一
六
〇
〇
〜
一

六
五
〇
）・
二
代
光
友
（
一
六
二
五
〜
一
七
〇
〇
）
以
後
の
「
御
側
御
文
庫
」
の

１
蔵
書
印
と
し
て
「
尾
府
内
庫
図
書
」
と
と
も
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
（「
表
御

文
庫
」
の
蔵
書
印
は
現
在
確
定
で
き
て
い
な
い
）。
蓬
左
文
庫
に
よ
れ
ば
、
こ
れ

ら
の
印
は
江
戸
中
期
に
作
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
古

い
蔵
書
に
も
こ
れ
ら
の
印
記
が
使
用
さ
れ
た
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。「
尾

＊
い
し
い　

ち
え
み　

文
教
大
学
教
育
学
部
学
校
教
育
課
程
家
庭
専
修
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茶
入　
　
　

唐
物
肩
衝

　
　

　
　

　
　

　
　

唐
物
盆
ニ
載

　
　

　
　

　
　

右
皆
天
下
名
物
也

〔
現
代
語
訳
〕

　
　

　
　

寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
三
月
二
十
八
日

一　

徳
川
秀
忠
公
が
松
平
下
野
守
忠
郷
の
屋
敷
に
御
成
を
し
た
。

数
奇
屋
の
し
つ
ら
い
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

床
の
掛
物
は
達
磨
の
墨
跡
。
花
入
は
唐
物
の
擂
座
。
茶
碗
は
建
盞
の
天
目
で
、
唐

物
の
台
に
載
せ
て
あ
る
。
茶
入
は
唐
物
の
肩
衝
で
あ
り
、
唐
物
の
盆
に
載
せ
て
あ

る
。
右
に
示
し
た
道
具
類
は
す
べ
て
天
下
の
名
物
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
1
） 蒲
生
忠
郷　

陸
奥
会
津
藩
二
代
目
藩
主
。
生
没
年
は
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
年
）

〜
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
年
）
一
月
四
日
。
享
年
二
六
歳
。
初
代
藩
主
蒲
生
秀
行
の

長
男
。
祖
父
は
蒲
生
氏
郷
。
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
元
服
し
た
折
、
松
平
姓
と
徳
川
秀

忠
の
偏
諱
「
忠
」
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
祖
父
の
名
よ
り
一
字
と
っ
て
松
平
忠

郷
と
称
し
た
。
従
三
位
参
議
、
下
野
守
。
祖
父
蒲
生
氏
郷
は
『
江
岑
夏
書
』
に
利
休

弟
子
衆
七
人
衆
と
し
て
そ
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
祖
父
氏
郷
か
ら
父
秀
行
を

経
て
、
忠
郷
が
受
け
継
い
だ
茶
の
湯
の
道
具
類
は
多
か
っ
た
。『
徳
川
実
記
』
寛
永

元
年
四
月
五
日
条
の
将
軍
家
光
の
御
成
の
記
述
で
は
「
實
に
や
忠
郷
が
祖
父
宰
相
氏

郷
卿
は
。
織
田
殿
の
聟
に
て
封
地
百
万
石
に
あ
ま
り
。
殊
更
和
歌
茶
道
の
数
奇
者
に

て
。
鑑
賞
の
名
高
か
り
し
か
ば
。
和
漢
の
奇
貨
珍
寶
を
蓄
積
す
る
所
理
り
な
り
と
て

皆
人
感
賞
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
徳
川
実
記
』
の
同
月
十
四
日
条
、
大

御
所
秀
忠
の
忠
郷
邸
へ
の
御
成
の
記
述
に
お
い
て
も
「
す
べ
て
の
作
法
は　

御
所
臨

駕
の
さ
ま
に
か
わ
ら
ざ
り
し
か
ど
。
陳
設
の
書
畫
古
玩
の
類
を
は
じ
め
。
供
給
の
調

度
等
は
。
皆
先
日
の
品
は
一
種
も
な
し
。
こ
と
ご
と
く
別
物
な
り
し
か
ば
。
人
々
彌

驚
愕
し
た
り
し
と
な
り
」
と
記
さ
れ
、
忠
郷
の
所
持
す
る
道
具
類
の
多
さ
が
分
か
る
。

（
２
） こ
の
日
付
の
御
成
は
、『
徳
川
実
記
』・『
東
武
実
録
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
御
成
を
『
徳
川
実
記
』
で
は
寛
永
元
年
四
月
十
四
日
条
に
「
け
ふ
も

水
戸
宰
相
頼
房
卿
。
藤
堂
和
泉
守
高
虎
皢
天
よ
り
御
先
に
ま
か
り
む
か
え
奉
る
。
な

ら
せ
給
へ
ば
。
直
に
露
地
口
よ
り
忠
郷
迎
へ
奉
り
茶
室
に
入
ら
せ
ら
る
。
頼
房
卿
。

高
虎
も
従
ふ
。
御
膳
を
献
じ
御
中
立
あ
り
。
再
度
い
ら
せ
給
へ
ば
。
頼
房
卿
。
高
虎

も
同
じ
く
陪
座
す
。
先
に
床
に
掛
し
春
甫
の
書
幅
を
撤
し
。
花
筒
ば
か
り
を
か
け
て
。

燕
子
花
を
下
に
置
た
り
し
か
ば
。
大
御
所
御
み
づ
か
ら
花
を
挿
せ
給
ふ
。
兼
て
其
御

風
致
拜
覧
せ
ん
事
を
願
ふ
ゆ
へ
な
る
べ
し
。
忠
郷
点
前
の
茶
を
献
ず
。
召
上
ら
れ
て

頼
房
卿
に
た
ま
ひ
。
卿
よ
り
忠
郷
に
め
ぐ
り
高
虎
に
て
納
む
。
後
の
御
炭
も
大
御
所

御
手
づ
か
ら
あ
そ
ば
し
。
畢
て
鎖
の
間
に
わ
た
ら
せ
給
ひ
茶
菓
を
す
ゝ
め
奉
る
」
と

詳
し
く
記
述
し
た
後
、「
或
は
大
御
所
の
臨
駕
を
三
月
廿
八
日
。
御
所
の
臨
駕
を
同

月
廿
九
日
と
す
る
書
も
あ
り
と
い
え
ど
も
。
今
國
師
日
記
。
大
内
日
記
。
坂
上
池
院

日
記
の
類
。
當
時
の
記
録
を
得
て
治
定
せ
る
な
り
」
と
注
を
付
け
て
い
る
。
し
か
し
、

『
東
武
実
録
』
に
は
こ
の
日
の
数
寄
屋
道
具
と
し
て
「
一
懸
物　

春
甫　

横
物
。
一

釜　

松
風
。
一
水
指　

古
備
前
。
一
茶
入　

小
紫
。
一
盆　

若
狭
。
一
花
入
れ　

■

（
砧
）」、
ま
た
銅
壺
の
間
餝
と
し
て
「
一
懸
物　

潚
湘
夜
雨
（
牧
渓
筆
）。
一
古
今
集　

為
相
筆
」
と
記
載
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
こ
の
『
茶
会
集
』
に
示
さ
れ
る
道
具
類
と

明
ら
か
に
異
な
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
大
掛
か
り
な
御
成
で
は

な
い
に
し
て
も
、
寛
永
元
年
三
月
廿
八
日
に
秀
忠
公
の
３
・
４
渡
御
は
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
） 累
座 　
【
擂
座 

】
茶
入
の
首
（
甑
）
や
肩
の
周
囲
に
鋲
を
打
っ
た
よ
う
に
貼
り
付
い

た
文
様
の
並
ぶ
も
の
を
指
し
、
擂
茶 

・
擂
座
・
累
座
な
ど
と
も
書
く
。
唐
物
で
こ
の

文
様
を
有
す
る
も
の
は
形
も
一
定
し
て
お
り
、
そ
の
形
は
東
北
大
学
所
蔵
の
狩
野
文

庫
本
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
の
「
一
抹
茶
壺
事
」
の
項
目
に
図
示
さ
れ
て
い
る
。
擂

座
は
釜
に
も
花
入
に
も
見
ら
れ
る
。
花
入
の
場
合
は
茶
入
や
釜
に
施
さ
れ
る
ほ
ど
多

数
の
擂
座
の
並
び
は
見
ら
れ
な
い
。「
擂
茶
」
は
５『
新
札
往
来
』（
一
三
六
七
年
成
立
）

に
も
見
ら
れ
る
。

（
４
） 懸
山　

建
盞 

の 

こ
と
。
中
国
宋
・
元
の
時
代
に
福
建
省
建
寧
府
水
吉
鎮
に
あ
っ
た

建
窯
（
建
陽
窯
）
で
作
ら
れ
た
陶
器
の
器
（「
盞
」
は
杯
の
意
）
の
総
称
で
あ
る
が
、

宋
代
に
は
喫
茶
用
の
天
目
茶
碗
を
多
く
焼
い
た
。
そ
の
た
め
建
盞
と
は
「
建
盞
の
天

目
茶
碗
」
を
指
し
我
が
国
に
は
鎌
倉
末
期
に
請
来
さ
れ
、
茶
人
に
珍
重
さ
れ
た
。
釉

面
の
変
化
は
様
々
で
あ
る
が
、
曜
変
天
目
、
油
滴
天
目
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
優
れ
た

も
の
が
見
ら
れ
る
。
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『茶会集』の評釈　―寛永年間の御成の茶会―

府
内
庫
図
書
」
に
つ
い
て
は
印
の
２
箱
書
き
に
天
保
九
年
（
一
八
二
八
）
に
新
調
さ

れ
た
と
あ
り
、
一
般
に
、
和
書
に
は
「
尾
府
内
庫
図
書
」、
漢
籍
に
は
「
張
府
内
庫

図
書
」
の
印
記
が
多
い
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、『
茶
会
集
』
は
そ
の
時
々
で
書
き
と
め

ら
れ
て
き
た
茶
会
の
記
録
を
享
和
二
年
以
降
に
写
し
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
て
も

よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
茶
会
記
に
は
『
東
武
実
録
』
や
『
徳
川
実
記
』
等
に
は
記

載
さ
れ
る
事
が
あ
ま
り
な
い
茶
会
の
「
道
具
立
て
」
や
「
献
立
」
等
が
記
載
さ
れ
、

茶
の
湯
の
資
料
と
し
て
興
味
深
い
。

ま
た
、
松
尾
宗
政
の
茶
会
記
録
が
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
尾
張
家
と

松
尾
家
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
は
な
い
か 

。
尾
張
徳
川
家
は
松
尾
流
の

茶
の
湯
を
習
っ
て
い
た
可
能
性
を
考
え
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
千
宗
左
の
茶
会
な
ど
も
記
録
さ
れ
て
お
り
、
表
千
家
が
尾
張
徳
川
家
と

ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
の
か
な
ど
が
わ
か
っ
て
く
る
と
面
白
い
と
考
え

て
い
る
。
表
１
に
は
『
茶
会
集
』
の
中
の
全
一
二
二
件
の
記
録
の
中
の
確
実
に
茶

会
と
分
か
る
も
の
一
二
一
件
を
記
載
し
た
。
今
回
は
こ
の
中
か
ら
寛
永
年
間
の
大

名
茶
会
と
し
て
記
録
さ
れ
た
二
件
に
つ
い
て
評
釈
し
た
。

 

凡
例

一
、
本
書
は
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
の
架
蔵
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。

一
、 

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
原
本
の
体
裁
を
残
す
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
現

在
不
使
用
の
古
体
字
・
異
体
字
は
■
で
表
し
、
そ
の
下
に
〔　

〕
括
弧
で

現
在
の
文
字
を
入
れ
た
。

一
、 

本
書
の
翻
刻
・
掲
載
の
御
許
可
を
賜
っ
た
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
厚
く
深

謝
い
た
し
ま
す
。

表
紙　

茶
会
集　

乾

　
　
　

茶
会
集　

坤

〔
茶
会
一　

影
印
〕

〔
茶
会
一　

原
文
〕

　
　

　
　

寛
永
元
子
三
月
廿
八
日

一　

秀
忠
公
松
平
下
野
守
忠
郷（

１
）宅
江　

御
成（
２
）

　
　

　
　

　
　

　

数
寄
屋

　
　

　
　

　
　

床
懸
物　

　

達
磨
之
墨
蹟

　
　

　
　

　
　

花
入　

　
　

唐
物
累
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３
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４
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唐
物
臺
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茶
入　
　
　

唐
物
肩
衝

　
　

　
　

　
　

　
　

唐
物
盆
ニ
載

　
　

　
　

　
　

右
皆
天
下
名
物
也

〔
現
代
語
訳
〕

　
　

　
　

寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
三
月
二
十
八
日

一　

徳
川
秀
忠
公
が
松
平
下
野
守
忠
郷
の
屋
敷
に
御
成
を
し
た
。

数
奇
屋
の
し
つ
ら
い
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

床
の
掛
物
は
達
磨
の
墨
跡
。
花
入
は
唐
物
の
擂
座
。
茶
碗
は
建
盞
の
天
目
で
、
唐

物
の
台
に
載
せ
て
あ
る
。
茶
入
は
唐
物
の
肩
衝
で
あ
り
、
唐
物
の
盆
に
載
せ
て
あ

る
。
右
に
示
し
た
道
具
類
は
す
べ
て
天
下
の
名
物
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
1
） 蒲
生
忠
郷　

陸
奥
会
津
藩
二
代
目
藩
主
。
生
没
年
は
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
年
）

〜
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
年
）
一
月
四
日
。
享
年
二
六
歳
。
初
代
藩
主
蒲
生
秀
行
の

長
男
。
祖
父
は
蒲
生
氏
郷
。
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
元
服
し
た
折
、
松
平
姓
と
徳
川
秀

忠
の
偏
諱
「
忠
」
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
祖
父
の
名
よ
り
一
字
と
っ
て
松
平
忠

郷
と
称
し
た
。
従
三
位
参
議
、
下
野
守
。
祖
父
蒲
生
氏
郷
は
『
江
岑
夏
書
』
に
利
休

弟
子
衆
七
人
衆
と
し
て
そ
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
祖
父
氏
郷
か
ら
父
秀
行
を

経
て
、
忠
郷
が
受
け
継
い
だ
茶
の
湯
の
道
具
類
は
多
か
っ
た
。『
徳
川
実
記
』
寛
永

元
年
四
月
五
日
条
の
将
軍
家
光
の
御
成
の
記
述
で
は
「
實
に
や
忠
郷
が
祖
父
宰
相
氏

郷
卿
は
。
織
田
殿
の
聟
に
て
封
地
百
万
石
に
あ
ま
り
。
殊
更
和
歌
茶
道
の
数
奇
者
に

て
。
鑑
賞
の
名
高
か
り
し
か
ば
。
和
漢
の
奇
貨
珍
寶
を
蓄
積
す
る
所
理
り
な
り
と
て

皆
人
感
賞
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
徳
川
実
記
』
の
同
月
十
四
日
条
、
大

御
所
秀
忠
の
忠
郷
邸
へ
の
御
成
の
記
述
に
お
い
て
も
「
す
べ
て
の
作
法
は　

御
所
臨

駕
の
さ
ま
に
か
わ
ら
ざ
り
し
か
ど
。
陳
設
の
書
畫
古
玩
の
類
を
は
じ
め
。
供
給
の
調

度
等
は
。
皆
先
日
の
品
は
一
種
も
な
し
。
こ
と
ご
と
く
別
物
な
り
し
か
ば
。
人
々
彌

驚
愕
し
た
り
し
と
な
り
」
と
記
さ
れ
、
忠
郷
の
所
持
す
る
道
具
類
の
多
さ
が
分
か
る
。

（
２
） こ
の
日
付
の
御
成
は
、『
徳
川
実
記
』・『
東
武
実
録
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
御
成
を
『
徳
川
実
記
』
で
は
寛
永
元
年
四
月
十
四
日
条
に
「
け
ふ
も

水
戸
宰
相
頼
房
卿
。
藤
堂
和
泉
守
高
虎
皢
天
よ
り
御
先
に
ま
か
り
む
か
え
奉
る
。
な

ら
せ
給
へ
ば
。
直
に
露
地
口
よ
り
忠
郷
迎
へ
奉
り
茶
室
に
入
ら
せ
ら
る
。
頼
房
卿
。

高
虎
も
従
ふ
。
御
膳
を
献
じ
御
中
立
あ
り
。
再
度
い
ら
せ
給
へ
ば
。
頼
房
卿
。
高
虎

も
同
じ
く
陪
座
す
。
先
に
床
に
掛
し
春
甫
の
書
幅
を
撤
し
。
花
筒
ば
か
り
を
か
け
て
。

燕
子
花
を
下
に
置
た
り
し
か
ば
。
大
御
所
御
み
づ
か
ら
花
を
挿
せ
給
ふ
。
兼
て
其
御

風
致
拜
覧
せ
ん
事
を
願
ふ
ゆ
へ
な
る
べ
し
。
忠
郷
点
前
の
茶
を
献
ず
。
召
上
ら
れ
て

頼
房
卿
に
た
ま
ひ
。
卿
よ
り
忠
郷
に
め
ぐ
り
高
虎
に
て
納
む
。
後
の
御
炭
も
大
御
所

御
手
づ
か
ら
あ
そ
ば
し
。
畢
て
鎖
の
間
に
わ
た
ら
せ
給
ひ
茶
菓
を
す
ゝ
め
奉
る
」
と

詳
し
く
記
述
し
た
後
、「
或
は
大
御
所
の
臨
駕
を
三
月
廿
八
日
。
御
所
の
臨
駕
を
同

月
廿
九
日
と
す
る
書
も
あ
り
と
い
え
ど
も
。
今
國
師
日
記
。
大
内
日
記
。
坂
上
池
院

日
記
の
類
。
當
時
の
記
録
を
得
て
治
定
せ
る
な
り
」
と
注
を
付
け
て
い
る
。
し
か
し
、

『
東
武
実
録
』
に
は
こ
の
日
の
数
寄
屋
道
具
と
し
て
「
一
懸
物　

春
甫　

横
物
。
一

釜　

松
風
。
一
水
指　

古
備
前
。
一
茶
入　

小
紫
。
一
盆　

若
狭
。
一
花
入
れ　

■

（
砧
）」、
ま
た
銅
壺
の
間
餝
と
し
て
「
一
懸
物　

潚
湘
夜
雨
（
牧
渓
筆
）。
一
古
今
集　

為
相
筆
」
と
記
載
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
こ
の
『
茶
会
集
』
に
示
さ
れ
る
道
具
類
と

明
ら
か
に
異
な
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
大
掛
か
り
な
御
成
で
は

な
い
に
し
て
も
、
寛
永
元
年
三
月
廿
八
日
に
秀
忠
公
の
３
・
４
渡
御
は
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
） 累
座 　
【
擂
座 

】
茶
入
の
首
（
甑
）
や
肩
の
周
囲
に
鋲
を
打
っ
た
よ
う
に
貼
り
付
い

た
文
様
の
並
ぶ
も
の
を
指
し
、
擂
茶 

・
擂
座
・
累
座
な
ど
と
も
書
く
。
唐
物
で
こ
の

文
様
を
有
す
る
も
の
は
形
も
一
定
し
て
お
り
、
そ
の
形
は
東
北
大
学
所
蔵
の
狩
野
文

庫
本
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
の
「
一
抹
茶
壺
事
」
の
項
目
に
図
示
さ
れ
て
い
る
。
擂

座
は
釜
に
も
花
入
に
も
見
ら
れ
る
。
花
入
の
場
合
は
茶
入
や
釜
に
施
さ
れ
る
ほ
ど
多

数
の
擂
座
の
並
び
は
見
ら
れ
な
い
。「
擂
茶
」
は
５『
新
札
往
来
』（
一
三
六
七
年
成
立
）

に
も
見
ら
れ
る
。

（
４
） 懸
山　

建
盞 

の 

こ
と
。
中
国
宋
・
元
の
時
代
に
福
建
省
建
寧
府
水
吉
鎮
に
あ
っ
た

建
窯
（
建
陽
窯
）
で
作
ら
れ
た
陶
器
の
器
（「
盞
」
は
杯
の
意
）
の
総
称
で
あ
る
が
、

宋
代
に
は
喫
茶
用
の
天
目
茶
碗
を
多
く
焼
い
た
。
そ
の
た
め
建
盞
と
は
「
建
盞
の
天

目
茶
碗
」
を
指
し
我
が
国
に
は
鎌
倉
末
期
に
請
来
さ
れ
、
茶
人
に
珍
重
さ
れ
た
。
釉

面
の
変
化
は
様
々
で
あ
る
が
、
曜
変
天
目
、
油
滴
天
目
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
優
れ
た

も
の
が
見
ら
れ
る
。

（ 14 ）

『茶会集』の評釈　―寛永年間の御成の茶会―

府
内
庫
図
書
」
に
つ
い
て
は
印
の
２
箱
書
き
に
天
保
九
年
（
一
八
二
八
）
に
新
調
さ

れ
た
と
あ
り
、
一
般
に
、
和
書
に
は
「
尾
府
内
庫
図
書
」、
漢
籍
に
は
「
張
府
内
庫

図
書
」
の
印
記
が
多
い
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、『
茶
会
集
』
は
そ
の
時
々
で
書
き
と
め

ら
れ
て
き
た
茶
会
の
記
録
を
享
和
二
年
以
降
に
写
し
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
て
も

よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
茶
会
記
に
は
『
東
武
実
録
』
や
『
徳
川
実
記
』
等
に
は
記

載
さ
れ
る
事
が
あ
ま
り
な
い
茶
会
の
「
道
具
立
て
」
や
「
献
立
」
等
が
記
載
さ
れ
、

茶
の
湯
の
資
料
と
し
て
興
味
深
い
。

ま
た
、
松
尾
宗
政
の
茶
会
記
録
が
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
尾
張
家
と

松
尾
家
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
は
な
い
か 

。
尾
張
徳
川
家
は
松
尾
流
の

茶
の
湯
を
習
っ
て
い
た
可
能
性
を
考
え
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
千
宗
左
の
茶
会
な
ど
も
記
録
さ
れ
て
お
り
、
表
千
家
が
尾
張
徳
川
家
と

ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
の
か
な
ど
が
わ
か
っ
て
く
る
と
面
白
い
と
考
え

て
い
る
。
表
１
に
は
『
茶
会
集
』
の
中
の
全
一
二
二
件
の
記
録
の
中
の
確
実
に
茶

会
と
分
か
る
も
の
一
二
一
件
を
記
載
し
た
。
今
回
は
こ
の
中
か
ら
寛
永
年
間
の
大

名
茶
会
と
し
て
記
録
さ
れ
た
二
件
に
つ
い
て
評
釈
し
た
。

 

凡
例

一
、
本
書
は
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
の
架
蔵
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。

一
、 

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
原
本
の
体
裁
を
残
す
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
現

在
不
使
用
の
古
体
字
・
異
体
字
は
■
で
表
し
、
そ
の
下
に
〔　

〕
括
弧
で

現
在
の
文
字
を
入
れ
た
。

一
、 

本
書
の
翻
刻
・
掲
載
の
御
許
可
を
賜
っ
た
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
厚
く
深

謝
い
た
し
ま
す
。

表
紙　

茶
会
集　

乾

　
　
　

茶
会
集　

坤

〔
茶
会
一　

影
印
〕

〔
茶
会
一　

原
文
〕

　
　

　
　

寛
永
元
子
三
月
廿
八
日

一　

秀
忠
公
松
平
下
野
守
忠
郷（

１
）宅

江　

御
成（

２
）

　
　

　
　

　
　

　

数
寄
屋

　
　

　
　

　
　

床
懸
物　

　

達
磨
之
墨
蹟

　
　

　
　

　
　

花
入　

　
　

唐
物
累
座（

３
）

　
　

　
　

　
　

懸
山（

４
）天

目　

唐
物
臺
ニ
載



― 317 ―
（ 17 ）

「教育学部紀要」文教大学教育学部　第 52 集　2018 年　石井 智恵美

こ
れ
は
秀
忠
の
将
軍
と
し
て
の
最
後
の
御
成
で
あ
り
、
徳
川
将
軍
家
が
徳
川
一
門
に

対
し
て
行
っ
た
初
め
て
の
御
成
で
あ
っ
た
。
こ
の
御
成
は
、
徳
川
美
術
館
の
図
録

7『
徳
川
将
軍
の
御
成
』
に
よ
れ
ば
「
数
寄
の
御
成
」
と
も
い
わ
れ
、『
元
和
御
成
之

記
』（
徳
川
美
術
館
所
蔵
）
に
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
将
軍
家
御
成
の

規
範
と
な
っ
た
。

（
７
） 水
戸
頼
房　

御
三
家
の
一
つ
、
水
戸
徳
川
家
の
初
代
。
生
没
年
は
慶
長
八
年

（
一
六
〇
三
）
八
月
十
日
〜
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
七
月
二
十
九
日
。
官
位
は
正

三
位
権
中
納
言
。
没
後
は
威
公
と
諡
さ
れ
た
。
徳
川
家
康
の
十
一
男
（
末
子
）。
慶

長
十
年
（
一
六
〇
五
）、
頼
房
三
歳
の
と
き
常
陸
国
下
妻
十
万
石
、
慶
長
十
四
年

十
二
月
十
二
日
、
七
歳
の
と
き
に
は
水
戸
二
十
五
万
石
の
城
主
（
水
戸
徳
川
家
の
創

設
）
と
な
っ
た
が
、
幼
か
っ
た
た
め
藩
政
に
携
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
元
和
五
年

（
一
六
一
九
）
に
頼
房
（
十
七
歳
）
が
水
戸
城
に
入
っ
た
後
に
は
城
下
町
と
し
て
の

水
戸
の
整
備
、
領
内
総
検
地
、
水
利
事
業
、
鉱
山
や
新
田
の
開
発
な
ど
に
努
め
た
。

ま
た
、
家
光
か
ら
賜
っ
た
二
十
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
江
戸
小
石
川
の
上
屋

敷
の
敷
地
内
に
後
の
後
楽
園
の
元
と
な
る
庭
園
を
築
い
た
。
儒
学
、
神
道
な
ど
の
学

問
に
も
熱
心
で
あ
っ
た
。

（
８
） 松
平
越
後
守
光
長　

初
代
越
後
高
田
藩
主
。
生
没
年
は
元
和
元
年
（
一
六
一
六
）

十
一
月
二
十
九
日
〜
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
十
一
月
十
七
日
。
官
位
は
従
三
位
右

近
衛
権
中
将
。
父
は
二
代
将
軍
秀
忠
の
兄
結
城
秀
康
の
長
男
で
北
庄
藩
主
松
平
忠
直
。

母
は
秀
忠
の
三
女
勝
子
。
幼
名
は
仙
千
代
。
寛
永
六
年
に
元
服
の
折
、
将
軍
よ
り
偏

諱
を
与
え
ら
れ
名
を
光
長
と
改
め
た
。
寛
永
元
年
（
仙
千
代
十
歳
）
に
高
田
藩
主
と

な
っ
た
後
は
、
小
栗
正
高
・
美
作
父
子
の
補
佐
を
得
て
、
藩
政
の
整
備
や
財
政
再
建

を
始
め
、
中
江
用
水
の
開
削
、
大
瀁
郷
の
新
田
や
魚
沼
銀
山
の
開
発
、
高
田
町
の
整

備
、
今
町
港
の
改
修
な
ど
を
進
め
た
。
し
か
し
、
光
長
の
嫡
子
綱
賢
が
世
継
の
な
い

ま
ま
死
去
し
た
た
め
藩
内
に
争
い
（
越
後
騒
動
）
が
起
こ
り
、
光
長
は
そ
の
責
任
を

問
わ
れ
て
天
知
元
年
（
一
六
八
一
）
伊
予
国
松
山
に
配
流
。
松
平
隠
岐
守
定
直
に
お

預
け
と
な
る
。
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）、
赦
免
と
な
り
官
職
も
復
し
た
。

（
９
） 加
藤
式
部
少
輔
明
成　

二
代
陸
奥
国
会
津
藩
主
。
生
没
年
は
文
禄
元
年

（
一
五
九
二
）
〜
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
正
月
二
十
一
日
。
官
位
は
式
部
少
輔
、

侍
従
。
父
は
蒲
生
氏
の
後
に
会
津
藩
主
と
な
っ
た
加
藤
嘉
明
。
嘉
明 

は
将
軍
秀
忠
に

木
枯
肩
衝
を
献
上
し
、
桂
離
宮
の
松
琴
亭
前
に
架
け
ら
れ
た
石
橋
を
寄
進
し
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
蒲
生
氏
が
築
い
た
若
松
城
（
七
層
の
天
守
、
櫓
、
馬
出
し
な

ど
を
備
え
る
）
は
慶
長
十
六
年
の
大
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
が
、
後
に
明
成

が
大
改
修
を
行
な
い
、
五
層
の
天
守
に
改
め
た
（
寛
永
十
六
年
）。
小
堀
遠
州
の
江

戸
在
府
時
の
８
茶
会
に
は
、
寛
永
十
六
年
一
月
二
十
三
日
と
寛
永
十
七
年
八
月
七
日

に
明
成
の
参
会
が
見
ら
れ
る
。
寛
永
二
十
年
、
９
病
を
理
由
に
領
地
を
返
上
し
、
退

隠
し
た
。

（
10
） 『
慶
長
以
来
御
茶
之
記
』（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
）
に
は
「
三
畳
大
目
縁
ヲ
一

コ
マ
イ
下
テ
二
方
ニ
御
相
伴
衆
被
座
」
と
あ
る
。

〔
茶
会
二　

影
印
続
き
〕

（ 16 ）

『茶会集』の評釈　―寛永年間の御成の茶会―

〔
茶
会
二　

影
印
〕

〔
茶
会
二　

原
文
〕

一　

寛
永
十
七
辰
九
月
十
六
日
毛
利
甲
斐
守
秀
元（

５
）

　

於
品
川　

御
茶
奉
献

　
　
　
　
　
　
　

御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
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伴

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

尾
張
義
直
卿（

６
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

水
戸
頼
房
卿（

７
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

松
平
越
後
守
光
長（

８
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

加
藤
式
部
少
輔
明
成（
９
）

　
　
　

三
畳
大
目

　
　
　
　
　

縁
ヲ
一
コ
マ
イ
下
二
方
御
相
伴
衆
被
座）

₁₀
（

〔
現
代
語
訳
〕

一　

寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
年
）
辰
年
九
月
十
六
日
、
毛
利
甲
斐
守
秀
元
は
品

川
に
於
い
て
将
軍
様
に
御
茶
を
奉
献
し
た
。
お
相
伴
は
尾
張
義
直
卿
・
水
戸
頼
房

卿
・
松
平
越
後
守
光
長
・
加
藤
式
部
少
輔
明
成
で
あ
る
。
茶
室
は
三
畳
台
目
。
畳

の
縁
よ
り
一
コ
マ
イ
下
が
っ
て
二
方
に
お
相
伴
衆
が
座
ら
れ
た
。

〔
注
〕

（
５
） 毛
利
甲
斐
守
秀
元　

長
門
国
長
府
藩
主
。
生
没
年
は
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）

十
一
月
七
日
〜
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
年
）
閏
十
月
三
日
。
官
位
は
右
京
大
夫
、
甲

斐
守
、
侍
従
、
参
議
（
宰
相
）、
長
門
守
。
父
は
毛
利
元
就
の
四
男
穂
田
元
清
（
毛

利
伊
豫
守
元
清
）。
天
正
十
三
年
毛
利
右
馬
頭
輝
元
の
養
子
と
な
る
。
文
禄
四
年
、

豊
臣
秀
吉
の
養
女
（
秀
長
の
娘
）
と
結
婚
す
る
も
、
こ
の
妻
は
慶
長
十
四
年
に
死
没

す
る
。
同
十
八
年
、
東
照
宮
の
養
女
（
松
平
因
幡
守
康
元
の
娘
）
と
結
婚
。
秀
元
は

茶
道
や
和
歌
に
秀
で
て
お
り
、
数
寄
の
道
に
達
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

慶
長
初
年
、
古
田
織
部
（
重
然
）
の
高
弟
と
な
っ
て
い
た
が
、
寛
永
十
七
年
九
月

十
六
日
、
家
光
の
江
戸
品
川
御
殿
傍
ら
の
新
亭
で
茶
を
点
じ
、
ま
た
求
め
に
応
じ
て

和
歌
を
詠
ん
で
賞
賛
さ
れ
た
。
こ
の
日
の
茶
会
に
つ
い
て
は
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

巻
第
六
百
十
七
に
６「
か
つ
て
秀
元
が
数
寄
の
道
に
達
せ
し
こ
と
を
き
こ
し
め
さ
れ
、

品
川
御
殿
の
か
た
は
ら
に
新
亭
を
営
み
、
茶
会
を
催
す
べ
き
旨
仰
を
か
う
ぶ
り
、
亭

す
で
に
な
り
、
九
月
十
六
日
午
刻
台
駕
を
抂
ら
る
。
尾
張
大
納
言
義
直
卿
、
水
戸
中

納
言
頼
房
卿
、
松
平
越
後
守
光
長
、
加
藤
式
部
少
輔
明
成
御
相
伴
た
り
。
ま
づ
常
の

御
殿
に
御
渡
あ
り
。
秀
元
参
り
て
迎
へ
ま
い
ら
せ
、
や
が
て
数
奇
屋
に
い
ら
せ
た
ま

ひ
、
御
茶
終
り
て
廻
り
炭
の
興
あ
り
。（
中
略
）
御
土
器
し
ば
し
ば
め
ぐ
り
て
別
の

茶
亭
に
御
座
を
う
つ
さ
る
。
東
海
寺
の
沢
庵
も
御
前
に
候
す
。」
と
詳
細
が
記
述
さ

れ
て
い
る
。
秀
元
は
正
保
元
年
に
も
家
光
の
命
を
受
け
て
江
戸
城
西
の
丸
山
里
の
数

寄
屋
で
点
茶
を
献
じ
て
い
る
。

（
６
） 尾
張
義
直　

御
三
家
の
一
つ
、
尾
張
徳
川
家
の
初
代
。
徳
川
家
康
の
九
男
。
生
没

年
は
慶
長
五
年（
一
六
〇
〇
）十
一
月
二
八
日
〜
慶
安
三
年（
一
六
五
〇
）五
月
七
日
。

官
位
は
従
二
位
権
大
納
言
。
学
問
を
好
み
、
中
で
も
儒
学
を
奨
励
し
、
藤
原
惺
窩
の

高
弟
堀
杏
庵
を
招
い
て
、
名
古
屋
城
内
に
孔
子
廟
を
営
ん
だ
。
ま
た
、
蔵
書
家
と
し

て
知
ら
れ
、
父
家
康
よ
り
贈
ら
れ
た
「
駿
河
御
譲
本
」
を
中
心
に
、
多
く
の
書
籍
を

集
め
て
御
文
庫
に
保
存
し
た
。
義
直
が
権
中
納
言
で
あ
っ
た
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）

二
月
一
三
日
、
こ
の
尾
張
徳
川
家
鼠
穴
邸
へ
の
将
軍
秀
忠
に
よ
る
７
御
成
が
あ
っ
た
。
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こ
れ
は
秀
忠
の
将
軍
と
し
て
の
最
後
の
御
成
で
あ
り
、
徳
川
将
軍
家
が
徳
川
一
門
に

対
し
て
行
っ
た
初
め
て
の
御
成
で
あ
っ
た
。
こ
の
御
成
は
、
徳
川
美
術
館
の
図
録

7『
徳
川
将
軍
の
御
成
』
に
よ
れ
ば
「
数
寄
の
御
成
」
と
も
い
わ
れ
、『
元
和
御
成
之

記
』（
徳
川
美
術
館
所
蔵
）
に
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
将
軍
家
御
成
の

規
範
と
な
っ
た
。

（
７
） 水
戸
頼
房　

御
三
家
の
一
つ
、
水
戸
徳
川
家
の
初
代
。
生
没
年
は
慶
長
八
年

（
一
六
〇
三
）
八
月
十
日
〜
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
七
月
二
十
九
日
。
官
位
は
正

三
位
権
中
納
言
。
没
後
は
威
公
と
諡
さ
れ
た
。
徳
川
家
康
の
十
一
男
（
末
子
）。
慶

長
十
年
（
一
六
〇
五
）、
頼
房
三
歳
の
と
き
常
陸
国
下
妻
十
万
石
、
慶
長
十
四
年

十
二
月
十
二
日
、
七
歳
の
と
き
に
は
水
戸
二
十
五
万
石
の
城
主
（
水
戸
徳
川
家
の
創

設
）
と
な
っ
た
が
、
幼
か
っ
た
た
め
藩
政
に
携
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
元
和
五
年

（
一
六
一
九
）
に
頼
房
（
十
七
歳
）
が
水
戸
城
に
入
っ
た
後
に
は
城
下
町
と
し
て
の

水
戸
の
整
備
、
領
内
総
検
地
、
水
利
事
業
、
鉱
山
や
新
田
の
開
発
な
ど
に
努
め
た
。

ま
た
、
家
光
か
ら
賜
っ
た
二
十
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
江
戸
小
石
川
の
上
屋

敷
の
敷
地
内
に
後
の
後
楽
園
の
元
と
な
る
庭
園
を
築
い
た
。
儒
学
、
神
道
な
ど
の
学

問
に
も
熱
心
で
あ
っ
た
。

（
８
） 松
平
越
後
守
光
長　

初
代
越
後
高
田
藩
主
。
生
没
年
は
元
和
元
年
（
一
六
一
六
）

十
一
月
二
十
九
日
〜
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
十
一
月
十
七
日
。
官
位
は
従
三
位
右

近
衛
権
中
将
。
父
は
二
代
将
軍
秀
忠
の
兄
結
城
秀
康
の
長
男
で
北
庄
藩
主
松
平
忠
直
。

母
は
秀
忠
の
三
女
勝
子
。
幼
名
は
仙
千
代
。
寛
永
六
年
に
元
服
の
折
、
将
軍
よ
り
偏

諱
を
与
え
ら
れ
名
を
光
長
と
改
め
た
。
寛
永
元
年
（
仙
千
代
十
歳
）
に
高
田
藩
主
と

な
っ
た
後
は
、
小
栗
正
高
・
美
作
父
子
の
補
佐
を
得
て
、
藩
政
の
整
備
や
財
政
再
建

を
始
め
、
中
江
用
水
の
開
削
、
大
瀁
郷
の
新
田
や
魚
沼
銀
山
の
開
発
、
高
田
町
の
整

備
、
今
町
港
の
改
修
な
ど
を
進
め
た
。
し
か
し
、
光
長
の
嫡
子
綱
賢
が
世
継
の
な
い

ま
ま
死
去
し
た
た
め
藩
内
に
争
い
（
越
後
騒
動
）
が
起
こ
り
、
光
長
は
そ
の
責
任
を

問
わ
れ
て
天
知
元
年
（
一
六
八
一
）
伊
予
国
松
山
に
配
流
。
松
平
隠
岐
守
定
直
に
お

預
け
と
な
る
。
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）、
赦
免
と
な
り
官
職
も
復
し
た
。

（
９
） 加
藤
式
部
少
輔
明
成　

二
代
陸
奥
国
会
津
藩
主
。
生
没
年
は
文
禄
元
年

（
一
五
九
二
）
〜
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
正
月
二
十
一
日
。
官
位
は
式
部
少
輔
、

侍
従
。
父
は
蒲
生
氏
の
後
に
会
津
藩
主
と
な
っ
た
加
藤
嘉
明
。
嘉
明 

は
将
軍
秀
忠
に

木
枯
肩
衝
を
献
上
し
、
桂
離
宮
の
松
琴
亭
前
に
架
け
ら
れ
た
石
橋
を
寄
進
し
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
蒲
生
氏
が
築
い
た
若
松
城
（
七
層
の
天
守
、
櫓
、
馬
出
し
な

ど
を
備
え
る
）
は
慶
長
十
六
年
の
大
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
が
、
後
に
明
成

が
大
改
修
を
行
な
い
、
五
層
の
天
守
に
改
め
た
（
寛
永
十
六
年
）。
小
堀
遠
州
の
江

戸
在
府
時
の
８
茶
会
に
は
、
寛
永
十
六
年
一
月
二
十
三
日
と
寛
永
十
七
年
八
月
七
日

に
明
成
の
参
会
が
見
ら
れ
る
。
寛
永
二
十
年
、
９
病
を
理
由
に
領
地
を
返
上
し
、
退

隠
し
た
。

（
10
） 『
慶
長
以
来
御
茶
之
記
』（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
）
に
は
「
三
畳
大
目
縁
ヲ
一

コ
マ
イ
下
テ
二
方
ニ
御
相
伴
衆
被
座
」
と
あ
る
。

〔
茶
会
二　

影
印
続
き
〕
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茶
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二　

影
印
〕

〔
茶
会
二　

原
文
〕

一　

寛
永
十
七
辰
九
月
十
六
日
毛
利
甲
斐
守
秀
元（
５
）

　

於
品
川　

御
茶
奉
献

　
　
　
　
　
　
　

御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
相
伴

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

尾
張
義
直
卿（

６
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

水
戸
頼
房
卿（

７
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

松
平
越
後
守
光
長（

８
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

加
藤
式
部
少
輔
明
成（

９
）

　
　
　

三
畳
大
目

　
　
　
　
　

縁
ヲ
一
コ
マ
イ
下
二
方
御
相
伴
衆
被
座）

₁₀
（

〔
現
代
語
訳
〕

一　

寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
年
）
辰
年
九
月
十
六
日
、
毛
利
甲
斐
守
秀
元
は
品

川
に
於
い
て
将
軍
様
に
御
茶
を
奉
献
し
た
。
お
相
伴
は
尾
張
義
直
卿
・
水
戸
頼
房

卿
・
松
平
越
後
守
光
長
・
加
藤
式
部
少
輔
明
成
で
あ
る
。
茶
室
は
三
畳
台
目
。
畳

の
縁
よ
り
一
コ
マ
イ
下
が
っ
て
二
方
に
お
相
伴
衆
が
座
ら
れ
た
。

〔
注
〕

（
５
） 毛
利
甲
斐
守
秀
元　

長
門
国
長
府
藩
主
。
生
没
年
は
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）

十
一
月
七
日
〜
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
年
）
閏
十
月
三
日
。
官
位
は
右
京
大
夫
、
甲

斐
守
、
侍
従
、
参
議
（
宰
相
）、
長
門
守
。
父
は
毛
利
元
就
の
四
男
穂
田
元
清
（
毛

利
伊
豫
守
元
清
）。
天
正
十
三
年
毛
利
右
馬
頭
輝
元
の
養
子
と
な
る
。
文
禄
四
年
、

豊
臣
秀
吉
の
養
女
（
秀
長
の
娘
）
と
結
婚
す
る
も
、
こ
の
妻
は
慶
長
十
四
年
に
死
没

す
る
。
同
十
八
年
、
東
照
宮
の
養
女
（
松
平
因
幡
守
康
元
の
娘
）
と
結
婚
。
秀
元
は

茶
道
や
和
歌
に
秀
で
て
お
り
、
数
寄
の
道
に
達
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

慶
長
初
年
、
古
田
織
部
（
重
然
）
の
高
弟
と
な
っ
て
い
た
が
、
寛
永
十
七
年
九
月

十
六
日
、
家
光
の
江
戸
品
川
御
殿
傍
ら
の
新
亭
で
茶
を
点
じ
、
ま
た
求
め
に
応
じ
て

和
歌
を
詠
ん
で
賞
賛
さ
れ
た
。
こ
の
日
の
茶
会
に
つ
い
て
は
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

巻
第
六
百
十
七
に
６「
か
つ
て
秀
元
が
数
寄
の
道
に
達
せ
し
こ
と
を
き
こ
し
め
さ
れ
、

品
川
御
殿
の
か
た
は
ら
に
新
亭
を
営
み
、
茶
会
を
催
す
べ
き
旨
仰
を
か
う
ぶ
り
、
亭

す
で
に
な
り
、
九
月
十
六
日
午
刻
台
駕
を
抂
ら
る
。
尾
張
大
納
言
義
直
卿
、
水
戸
中

納
言
頼
房
卿
、
松
平
越
後
守
光
長
、
加
藤
式
部
少
輔
明
成
御
相
伴
た
り
。
ま
づ
常
の

御
殿
に
御
渡
あ
り
。
秀
元
参
り
て
迎
へ
ま
い
ら
せ
、
や
が
て
数
奇
屋
に
い
ら
せ
た
ま

ひ
、
御
茶
終
り
て
廻
り
炭
の
興
あ
り
。（
中
略
）
御
土
器
し
ば
し
ば
め
ぐ
り
て
別
の

茶
亭
に
御
座
を
う
つ
さ
る
。
東
海
寺
の
沢
庵
も
御
前
に
候
す
。」
と
詳
細
が
記
述
さ

れ
て
い
る
。
秀
元
は
正
保
元
年
に
も
家
光
の
命
を
受
け
て
江
戸
城
西
の
丸
山
里
の
数

寄
屋
で
点
茶
を
献
じ
て
い
る
。

（
６
） 尾
張
義
直　

御
三
家
の
一
つ
、
尾
張
徳
川
家
の
初
代
。
徳
川
家
康
の
九
男
。
生
没

年
は
慶
長
五
年（
一
六
〇
〇
）十
一
月
二
八
日
〜
慶
安
三
年（
一
六
五
〇
）五
月
七
日
。

官
位
は
従
二
位
権
大
納
言
。
学
問
を
好
み
、
中
で
も
儒
学
を
奨
励
し
、
藤
原
惺
窩
の

高
弟
堀
杏
庵
を
招
い
て
、
名
古
屋
城
内
に
孔
子
廟
を
営
ん
だ
。
ま
た
、
蔵
書
家
と
し

て
知
ら
れ
、
父
家
康
よ
り
贈
ら
れ
た
「
駿
河
御
譲
本
」
を
中
心
に
、
多
く
の
書
籍
を

集
め
て
御
文
庫
に
保
存
し
た
。
義
直
が
権
中
納
言
で
あ
っ
た
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）

二
月
一
三
日
、
こ
の
尾
張
徳
川
家
鼠
穴
邸
へ
の
将
軍
秀
忠
に
よ
る
７
御
成
が
あ
っ
た
。
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こ
の
日
の
茶
会
に
参
会
し
て
い
る
。

（
12
） 無
鏑　

花
入
れ
の
形
状
の
一
種
。『
徳
川
実
記
』
大
猷
院
殿
御
実
紀
巻
四
五
、
寛

永
一
七
年
九
月
十
六
日
条
に
は
こ
の
茶
会
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
お
り
、
花
入
に
つ
い

て
は
「
花
入
は
豊
臣
太
閤
よ
り
給
ひ
し
無
鏑
と
い
へ
る
日
本
無
双
の
名
器
に
し
て
。

薄
板
に
の
せ
た
り
。
御
花
は
御
み
ず
か
ら
遊
ば
さ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
無
鏑

に
は
初
め
は
花
は
生
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
家
光
が
花
所
望
と
い
う
形
で
生
け
た
事
が

分
か
る
。
辞
典
類
に
は
、
無
鏑
の
多
く
は
青
磁
や
古
銅
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
が
、

引
拙
・
紹
鷗
・
秀
吉
、
そ
し
て
秀
元
と
伝
わ
っ
た
無
鏑
は
青
磁
で
あ
る
。

（
13
） 瓢
箪
釜　

胴
締
の
瓢
形
の
風
炉
用
釜
。
下
関
市
立
歴
史
博
物
館
に
よ
れ
ば
、「
こ

の
瓢
箪
釜
は
寛
永
十
七
年
に
長
府
藩
初
代
藩
主
の
毛
利
秀
元
が
、
品
川
御
殿
で
将
軍

徳
川
家
光
に
献
茶
し
た
際
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
し
て
豊
功
神
社
に
伝
わ
っ
て
い

る
」
と
さ
れ
る
。『
古
今
名
物
類
聚
』
に
瓢
箪
釜
の
名
物
は
紹
鷗
所
持
の
も
の
し
か

記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
と
は
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

（
14
） 都
鳥
肩
衝　
『
慶
長
以
来
御
茶
之
記
』
に
も
「
都
鳥
肩
衝　

唐
物
名
器
」
と
記
載

さ
れ
て
い
る
。『
徳
川
実
記
』
に
は
「
茶
入
は
唐
物
」
と
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
。

詳
細
は
不
明
。

（
15
） 色
替　

竹
茶
杓
の
色
が
一
部
変
化
し
て
い
る
も
の
。

（
16
） ふ
く
へ　

瓢
。
瓢
箪
製
の
炭
斗
。『
宗
湛
日
記
』天
正
十
四
年
十
二
月
廿
五
日
条（
具

足
屋
立
安
御
会
）
に
は
ふ
く
べ
を
炭
斗
と
し
て
用
い
た
の
は
宗
易
が
始
ま
り
で
あ
る

と
記
さ
れ
る
。
炭
斗
に
は
唐
物
と
和
物
が
あ
り
、
炭
手
前
の
際
に
炭
や
火
箸
な
ど
の

道
具
類
を
入
れ
て
持
ち
出
す
た
め
の
器
。
炭
取
と
も
書
く
。

（
17
） 矢
筈　

矢
筈
形
香
合
。
矢
括
と
も
書
く
。
形
は
矢
羽
根
形
で
あ
る
が
矢
筈
形
と
称

す
る
。
矢
筈
は
本
来
、
弓
を
射
る
と
き
に
弦
を
受
け
る
矢
羽
根
の
切
れ
込
み
の
部
分

を
い
う
。

（
18
） 冠
箱　

冠
を
収
納
す
る
た
め
の
箱
。
阿
須
賀
神
社
伝
来
の
国
宝
「
松
喰
鶴
蒔
絵
冠

箱
」（
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
）
の
よ
う
な
形
と
考
え
ら
れ
る
。

（
19
） 竹
輪　

竹
の
蓋
置
。
引
切
、
竹
輪
蓋
置
と
も
い
う
。
こ
れ
は
紹
鷗
が
自
ら
切
っ
た

も
の
で
あ
る
。

〔
茶
会
二　

影
印
続
き
〕

（ 18 ）

『茶会集』の評釈　―寛永年間の御成の茶会―

〔
茶
会
二　

原
文
続
き
〕

　
　

　
　

床　
　
　

南
堂）

₁₁
（

ノ
墨
蹟

　
　

　
　

　
　

秀
吉
被
議
日
本
唯
一
候
之
名
物

　
　

　
　

無
鏑）

₁₂
（

　

載
薄
板
置
之　
　

花
不
入

　
　

　
　

瓢
單
釜）

₁₃
（

　

名
物

　
　

　
　

御
茶
入　

　
　

都
鳥
肩
衝）

₁₄
（

唐
物
名
物

　
　

　
　

茶
碗　
　

今
焼
黒
御
紋
白

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

態
々
新
ヲ
用

　
　

　
　

　
　

御
替
茶
碗
同
品

　
　

　
　

茶
杓　

　
　

　

色
替）

₁₅
（

利
休
作

　
　

　

　

炭
斗　

　

　
　

ふ
く
へ）

₁₆
（

　
　

　
　

香
合　
　
　

　

矢
筈）

₁₇
（
　

唐
物
名
物

　
　

　
　

水
指　
　

　
　

冠
箱
名
物）

₁₈
（

　
　

　
　

火
箸　

　

　
　

象
眼　

唐
物

　
　

　
　

水
飜　

　

　
　

面
桶

　
　

　
　

蓋
置　
　

　
　

竹
輪　

紹
鷗
切
之）

₁₉
（

　
　

　
　

羽
箒　

　
　

　

鶴

　
　

　
　

御
茶
畢
廻
炭
有
之
炭
取
度
々

　
　

　
　

取
替
出
ル
皆
唐
物
名
物
也

〔
茶
会
二　

現
代
語
訳
続
き
〕

　

茶
室
の
床
に
は
南
堂
の
墨
跡
が
か
か
る
。
秀
吉
が
日
本
で
唯
一
の
名
物
と
言
う

花
入
は
「
無
鏑
（
か
ぶ
ら
な
し
）」
で
、
薄
板
の
上
に
載
せ
て
あ
り
、
花
は
生
け

て
い
な
い
。
釜
は
瓢
箪
釜
で
名
物
で
あ
る
。
茶
入
は
「
都
鳥
の
肩
衝
」
で
唐
物
の

名
物
で
あ
る
。
茶
碗
は
黒
の
今
焼
で
、
白
の
御
紋
の
模
様
が
あ
る
。
替
え
茶
碗
は

同
じ
品
で
、
わ
ざ
わ
ざ
新
し
い
も
の
を
用
い
た
。
茶
杓
は
「
色
替
」
で
利
休
作
で

あ
る
。
炭
斗
は
ふ
く
べ
。
香
合
は
「
矢
筈
（
や
は
ず
）」
で
唐
物
の
名
物
で
あ
る
。

水
指
は
「
冠
箱
」
で
唐
物
の
名
物
で
あ
る
。
火
箸
は
象
眼
の
も
の
で
唐
物
で
あ
る
。

水
飜
（
み
ず
こ
ぼ
し
）
は
面
桶
。
蓋
置
は
紹
鷗
が
切
っ
た
竹
輪
で
あ
る
。
羽
箒
は

鶴
の
羽
製
で
あ
る
。
御
茶
が
終
り
、
廻
炭
が
あ
っ
た
。
炭
取
は
度
々
取
り
替
え
ら

れ
た
が
、
ど
れ
も
唐
物
名
物
で
あ
る
。

　〔
注
〕

（
11
） 南
堂　

了
庵
清
欲　

り
ょ
う
あ
ん
せ
い
よ
く
（
一
二
八
八
〜
一
三
六
三
年
）
の
こ

と
。
中
国
の
元
の
時
代
の
僧
（
臨
済
宗
）。 

南
堂
は
号
。
了
庵
の
書
は
他
の
禅
林
墨

跡
と
比
べ
て
温
順
整
斉
な
筆
致
で
あ
り
、
こ
れ
は
当
時
の
名
筆
趙
子
昂
（
ち
ょ
う
す

ご
う
）
の
影
響
を
良
く
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
同
門
に
は
来

朝
し
た
竺
仙
梵
僊
（
じ
く
ぜ
ん
ほ
ん
せ
ん
）
や
日
本
の
僧
で
あ
る
月
林
道
皎
（
げ
つ

り
ん
ど
う
こ
う
）
や
石
室
善
玖
（
せ
き
し
つ
ぜ
ん
き
ゅ
う
）
ら
が
い
た
た
め
日
本
で

も
知
ら
れ
て
お
り
、
彼
を
訪
ね
る
日
本
の
僧
侶
も
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
日
本
に
伝

わ
っ
た
墨
跡
も
多
く
、
茶
人
の
間
で
珍
重
さ
れ
た
。
代
表
的
な
も
の
は
国
宝
「
的
蔵

主
送
別
の
偈
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
大
徳
寺
の
玉
室
・
沢
庵
・
江
月
ら
の
極
書
が

付
属
し
、
松
平
不
昧
の
有
に
帰
し
た
が
昭
和
十
三
年
同
家
（
松
平
直
亮
氏
）
よ
り
帝

室
博
物
館
（
現
東
京
国
立
博
物
館
）
に
寄
贈
さ
れ
た
。
極
書
を
書
い
た
沢
庵
和
尚
は
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こ
の
日
の
茶
会
に
参
会
し
て
い
る
。

（
12
） 無
鏑　

花
入
れ
の
形
状
の
一
種
。『
徳
川
実
記
』
大
猷
院
殿
御
実
紀
巻
四
五
、
寛

永
一
七
年
九
月
十
六
日
条
に
は
こ
の
茶
会
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
お
り
、
花
入
に
つ
い

て
は
「
花
入
は
豊
臣
太
閤
よ
り
給
ひ
し
無
鏑
と
い
へ
る
日
本
無
双
の
名
器
に
し
て
。

薄
板
に
の
せ
た
り
。
御
花
は
御
み
ず
か
ら
遊
ば
さ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
無
鏑

に
は
初
め
は
花
は
生
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
家
光
が
花
所
望
と
い
う
形
で
生
け
た
事
が

分
か
る
。
辞
典
類
に
は
、
無
鏑
の
多
く
は
青
磁
や
古
銅
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
が
、

引
拙
・
紹
鷗
・
秀
吉
、
そ
し
て
秀
元
と
伝
わ
っ
た
無
鏑
は
青
磁
で
あ
る
。

（
13
） 瓢
箪
釜　

胴
締
の
瓢
形
の
風
炉
用
釜
。
下
関
市
立
歴
史
博
物
館
に
よ
れ
ば
、「
こ

の
瓢
箪
釜
は
寛
永
十
七
年
に
長
府
藩
初
代
藩
主
の
毛
利
秀
元
が
、
品
川
御
殿
で
将
軍

徳
川
家
光
に
献
茶
し
た
際
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
し
て
豊
功
神
社
に
伝
わ
っ
て
い

る
」
と
さ
れ
る
。『
古
今
名
物
類
聚
』
に
瓢
箪
釜
の
名
物
は
紹
鷗
所
持
の
も
の
し
か

記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
と
は
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

（
14
） 都
鳥
肩
衝　
『
慶
長
以
来
御
茶
之
記
』
に
も
「
都
鳥
肩
衝　

唐
物
名
器
」
と
記
載

さ
れ
て
い
る
。『
徳
川
実
記
』
に
は
「
茶
入
は
唐
物
」
と
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
。

詳
細
は
不
明
。

（
15
） 色
替　

竹
茶
杓
の
色
が
一
部
変
化
し
て
い
る
も
の
。

（
16
） ふ
く
へ　

瓢
。
瓢
箪
製
の
炭
斗
。『
宗
湛
日
記
』天
正
十
四
年
十
二
月
廿
五
日
条（
具

足
屋
立
安
御
会
）
に
は
ふ
く
べ
を
炭
斗
と
し
て
用
い
た
の
は
宗
易
が
始
ま
り
で
あ
る

と
記
さ
れ
る
。
炭
斗
に
は
唐
物
と
和
物
が
あ
り
、
炭
手
前
の
際
に
炭
や
火
箸
な
ど
の

道
具
類
を
入
れ
て
持
ち
出
す
た
め
の
器
。
炭
取
と
も
書
く
。

（
17
） 矢
筈　

矢
筈
形
香
合
。
矢
括
と
も
書
く
。
形
は
矢
羽
根
形
で
あ
る
が
矢
筈
形
と
称

す
る
。
矢
筈
は
本
来
、
弓
を
射
る
と
き
に
弦
を
受
け
る
矢
羽
根
の
切
れ
込
み
の
部
分

を
い
う
。

（
18
） 冠
箱　

冠
を
収
納
す
る
た
め
の
箱
。
阿
須
賀
神
社
伝
来
の
国
宝
「
松
喰
鶴
蒔
絵
冠

箱
」（
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
）
の
よ
う
な
形
と
考
え
ら
れ
る
。

（
19
） 竹
輪　

竹
の
蓋
置
。
引
切
、
竹
輪
蓋
置
と
も
い
う
。
こ
れ
は
紹
鷗
が
自
ら
切
っ
た

も
の
で
あ
る
。

〔
茶
会
二　

影
印
続
き
〕

（ 18 ）

『茶会集』の評釈　―寛永年間の御成の茶会―

〔
茶
会
二　

原
文
続
き
〕

　
　

　
　

床　
　
　

南
堂）

₁₁
（

ノ
墨
蹟

　
　

　
　

　
　

秀
吉
被
議
日
本
唯
一
候
之
名
物

　
　

　
　

無
鏑）

₁₂
（

　

載
薄
板
置
之　
　

花
不
入

　
　

　
　

瓢
單
釜）

₁₃
（

　

名
物

　
　

　
　

御
茶
入　

　
　

都
鳥
肩
衝）
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（

唐
物
名
物

　
　

　
　

茶
碗　
　

今
焼
黒
御
紋
白

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

態
々
新
ヲ
用

　
　

　
　

　
　

御
替
茶
碗
同
品

　
　

　
　

茶
杓　

　
　

　

色
替）

₁₅
（

利
休
作

　
　

　

　

炭
斗　

　

　
　

ふ
く
へ）

₁₆
（

　
　

　
　

香
合　
　
　

　

矢
筈）

₁₇
（

　

唐
物
名
物

　
　

　
　

水
指　
　

　
　

冠
箱
名
物）

₁₈
（

　
　

　
　

火
箸　

　

　
　

象
眼　

唐
物

　
　

　
　

水
飜　

　

　
　

面
桶

　
　

　
　

蓋
置　
　

　
　

竹
輪　

紹
鷗
切
之）

₁₉
（

　
　

　
　

羽
箒　

　
　

　

鶴

　
　

　
　

御
茶
畢
廻
炭
有
之
炭
取
度
々

　
　

　
　

取
替
出
ル
皆
唐
物
名
物
也

〔
茶
会
二　

現
代
語
訳
続
き
〕

　

茶
室
の
床
に
は
南
堂
の
墨
跡
が
か
か
る
。
秀
吉
が
日
本
で
唯
一
の
名
物
と
言
う

花
入
は
「
無
鏑
（
か
ぶ
ら
な
し
）」
で
、
薄
板
の
上
に
載
せ
て
あ
り
、
花
は
生
け

て
い
な
い
。
釜
は
瓢
箪
釜
で
名
物
で
あ
る
。
茶
入
は
「
都
鳥
の
肩
衝
」
で
唐
物
の

名
物
で
あ
る
。
茶
碗
は
黒
の
今
焼
で
、
白
の
御
紋
の
模
様
が
あ
る
。
替
え
茶
碗
は

同
じ
品
で
、
わ
ざ
わ
ざ
新
し
い
も
の
を
用
い
た
。
茶
杓
は
「
色
替
」
で
利
休
作
で

あ
る
。
炭
斗
は
ふ
く
べ
。
香
合
は
「
矢
筈
（
や
は
ず
）」
で
唐
物
の
名
物
で
あ
る
。

水
指
は
「
冠
箱
」
で
唐
物
の
名
物
で
あ
る
。
火
箸
は
象
眼
の
も
の
で
唐
物
で
あ
る
。

水
飜
（
み
ず
こ
ぼ
し
）
は
面
桶
。
蓋
置
は
紹
鷗
が
切
っ
た
竹
輪
で
あ
る
。
羽
箒
は

鶴
の
羽
製
で
あ
る
。
御
茶
が
終
り
、
廻
炭
が
あ
っ
た
。
炭
取
は
度
々
取
り
替
え
ら

れ
た
が
、
ど
れ
も
唐
物
名
物
で
あ
る
。

　〔
注
〕

（
11
） 南
堂　

了
庵
清
欲　

り
ょ
う
あ
ん
せ
い
よ
く
（
一
二
八
八
〜
一
三
六
三
年
）
の
こ

と
。
中
国
の
元
の
時
代
の
僧
（
臨
済
宗
）。 

南
堂
は
号
。
了
庵
の
書
は
他
の
禅
林
墨

跡
と
比
べ
て
温
順
整
斉
な
筆
致
で
あ
り
、
こ
れ
は
当
時
の
名
筆
趙
子
昂
（
ち
ょ
う
す

ご
う
）
の
影
響
を
良
く
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
同
門
に
は
来

朝
し
た
竺
仙
梵
僊
（
じ
く
ぜ
ん
ほ
ん
せ
ん
）
や
日
本
の
僧
で
あ
る
月
林
道
皎
（
げ
つ

り
ん
ど
う
こ
う
）
や
石
室
善
玖
（
せ
き
し
つ
ぜ
ん
き
ゅ
う
）
ら
が
い
た
た
め
日
本
で

も
知
ら
れ
て
お
り
、
彼
を
訪
ね
る
日
本
の
僧
侶
も
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
日
本
に
伝

わ
っ
た
墨
跡
も
多
く
、
茶
人
の
間
で
珍
重
さ
れ
た
。
代
表
的
な
も
の
は
国
宝
「
的
蔵

主
送
別
の
偈
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
大
徳
寺
の
玉
室
・
沢
庵
・
江
月
ら
の
極
書
が

付
属
し
、
松
平
不
昧
の
有
に
帰
し
た
が
昭
和
十
三
年
同
家
（
松
平
直
亮
氏
）
よ
り
帝

室
博
物
館
（
現
東
京
国
立
博
物
館
）
に
寄
贈
さ
れ
た
。
極
書
を
書
い
た
沢
庵
和
尚
は
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さ
れ
て
い
る
『
古
今
集
』
の
完
本
で
あ
ろ
う
。
粘
葉
装
の
上
下
二
冊
の
冊
子
本
で
あ

り
、
11

小
松
茂
美
氏
に
よ
れ
ば
十
二
世
紀
初
め
頃
の
書
写
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
時
は
忠
郷
の
も
と
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。

（
24
） 行
成　

藤
原
行
成
（
ふ
じ
わ
ら
の
ゆ
き
な
り
）。
平
安
時
代
中
期
の
公
卿
で
あ
り
、

能
書
家
。
生
没
年
は
天
禄
三
年
〜
万
寿
四
年
十
二
月
四
日
（
九
七
二
〜
一
〇
二
七
）

官
位
は
正
二
位
権
大
納
言
。
行
成
は
多
く
の
才
能
に
恵
ま
れ
、
藤
原
佐
理
（
ふ
じ
わ

ら
の
す
け
ま
さ
）
亡
き
後
は
能
書
の
第
一
人
者
と
し
て
三
条
・
後
一
条
の
二
代
の
天

皇
に
仕
え
た
。
真
跡
に
は
『
白
氏
詩
巻
』
が
あ
り
国
宝
と
し
て
東
京
国
立
博 

物
館
が

収
蔵
し
て
い
る
。
原
文
に
は「
行
成
ノ
朗
詠　

二
巻
」と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
徳

川
実
記
』
寛
永
十
七
年
九
月
十
六
日
条
に
は
「
行
成
卿
筆
の
朗
詠
集
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
は
公
任
の
撰
で
あ
る
が
、
能
書
家
の
行
成
が
書
写
し
た

も
の
が
飾
ら
れ
た
と
分
か
る
。

（
25
） 香
合　

香
合
は
木
瓜
形
と
推
測
す
る
。
木
瓜
形
は
瓜
を
輪
切
り
に
し
た
形
と
考
え

ら
れ
て
い
る
が
、
諸
説
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
茶
道
具
で
は
香
合
に
こ
の
形
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
が
、
青
磁
の
香
合
と
さ
れ
て
い
る
。『
徳
川
実
記
』
に
は
「
香
合
は

螺
鈿
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
青
貝
を
使
っ
た
螺
鈿
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

（
26
） 紅
葉
硯　

原
文
に
は
「
紅
葉
硯　

名
物
」
と
の
み
記
さ
れ
る
が
、『
徳
川
実
記
』

に
は
「
紅
葉
硯
料
紙
三
色
唐
物
の
水
引
箱
」
と
、『
慶
長
以
来
御
茶
之
記
』
に
は
「
紅

葉
硯 

名
物 

料
紙
三
色
上
ニ
置
計
筭
唐
物
」
と
説
明
が
あ
る
。
こ
れ
は
紅
葉
の
硯
が

三
色
の
料
紙
に
載
せ
ら
れ
唐
物
の
水
引
箱
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
27
） 計
筭　

け
い
さ
ん
、
け
さ
ん
、
卦
算
。
文
鎮
の
一
種
。
横
に
長
く
て
つ
ま
み
が
あ

る
。
紅
葉
の
硯
と
同
じ
く
料
紙
に
乗
せ
ら
れ
水
引
箱
に
入
っ
て
い
る
。

〔
茶
会
二　

影
印
続
き
〕

〔
茶
会
二　

原
文
続
き
〕

　
　
　

床
脇
之
棚

沓（
く
つ
）形

炭
斗）

₂₈
（
　

　
　

 

彫
物
ノ
香
合　

皆
唐
物

羽
箒

御
茶
入　

文
琳）

₂₉
（唐

物　
　

懸
袋
陶
四
方
盆　

唐
物）

₃₀
（

御
茶
碗　
　
　

吉
野
高
麗）

₃₁
（

名
物

〔
茶
会
二　

現
代
語
訳
続
き
〕　　
　
　

　

床
脇
の
棚
の
上
に
は
次
の
も
の
が
飾
ら
れ
た
。
沓
形
の
炭
斗
、
彫
物
の
香
合
、

こ
れ
ら
は
皆
唐
物
で
あ
る
。
羽
箒
が
置
か
れ
、
御
茶
入
は
唐
物
の
文
琳
で
掛
袋
は

唐
物
の
四
方
の
盆
の
上
に
置
く
。
御
茶
碗
は
吉
野
高
麗
で
名
物
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
28
） 沓
形
炭
斗　

沓
形
炭
斗
は
そ
の
形
が
歪
ん
だ
楕
円
を
な
し
、
沓
状
に
見
え
る
と
こ

ろ
か
ら
こ
の
名
が
付
い
た
も
の
。

（
29
） 文
琳　

茶
入
れ
の
形
の
一
つ
。
文
琳
と
は
林
檎
の
こ
と
で
あ
る
。
小
形
で
林
檎
に

似
た
形
を
し
て
い
る
。
高
橋
義
雄
氏
は
12「
文
林
は
最
も
黄
釉
の
景
色
に
富
む
が
故

に
、
之
を
稱
し
て
文
琳
釉
と
云
ひ
、
茶
人
は
殊
に
之
を
珍
重
せ
り
」
と
し
て
い
る
。

（
30
） 四
方
盆　
『
慶
長
以
来
御
茶
之
記
』
に
は
「
掛
袋
四
方
ノ
盆
ニ
置
盆
又
唐
物
也
」

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

（
31
） 吉
野
高
麗　

高
麗
茶
碗
は
李
朝
時
代
に
朝
鮮
半
島
で
焼
か
れ
た
茶
湯
の
茶
碗
の
総

称
で
あ
る
。
吉
野
高
麗
と
い
う
茶
碗
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、『
慶
長

以
来
御
茶
之
記
』
及
び
『
徳
川
實
紀
』
の
寛
永
一
七
年
九
月
一
六
日
条
に
も
床
脇
之

棚
の
茶
碗
は
『
吉
野
高
麗
』
と
あ
る
。

（ 20 ）

『茶会集』の評釈　―寛永年間の御成の茶会―

〔
茶
会
二　

原
文
続
き
〕

　
　

　
　

　
　

書
院

　
　

　

床
懸
物　
　
　

雪
舟
筆
西
湖
之
圖　

名
物）

₂₀
（

　
　

　
　

花
入　
　
　

金
お
し
鳥
名
物

　
　
　
　
　

堆
朱
四
方
ノ
机
二
陶
之）

₂₁
（

　
　

　
　

香
爐　
　
　
　
　
　

染
付

　
　
　
　
　

堆
朱
長
盆
ニ
載
之

　
　

　
　

香
匙　
　
　

大
箸
（
火
箸
）

　
　

　

梨
子
地
蒔
繪

　
　
　
　

香
合　
　

東
山
殿）

₂₂
（

　

御
物
数
寄　

堆
朱
印
籠

　
　

　
　

陶　
　
　

堆
朱
盆　

皆
唐
物
也

　
　

　

公
任
古
今
上
下）

₂₃
（

　
　

　

行
成
ノ

　
　

　
　

朗
詠　
　
　
　

二
巻）

₂₄
（

　
　

　
　

香
合　
　
　
　

青
貝
唐
物）

₂₅
（

　
　

　
　

木
香
形　
　

紅
葉
硯　

名
物）

₂₆
（

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

料
紙
三
色
上
ニ
置

　
　

　
　

計
筭　
　

唐
物）

₂₇
（

　
　

　
　

水
引
箱　

唐
物

〔
茶
会
二　

現
代
語
訳
続
き
〕

書
院
の
し
つ
ら
い
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
床
の
懸
物
は
雪
舟
筆
の
西
湖
の
図
。

名
物
で
あ
る
。
花
入
は
金
の
鴛
鴦
。
名
物
で
あ
る
。
堆
朱
の
四
方
の
机
に
置
く
。

染
付
の
香
炉
は
堆
朱
の
長
盆
に
載
せ
る
。
香
匙
は
火
箸
。
梨
地
の
蒔
絵
の
香
合
は

東
山
殿
御
物
の
数
寄
の
香
合
で
あ
る
。
堆
朱
の
印
籠
は
堆
朱
の
盆
に
置
く
。
こ
れ

ら
は
皆
唐
物
で
あ
る
。
公
任
の
古
今
集
上
下
巻
。
行
成
筆
の
和
漢
朗
詠
集
二
巻
。

『
茶
会
集
』
で
は
省
略
。

『
慶
長
以
来
御
茶
之
記
』

に
は
記
述
が
有
る
。

香
合
は
青
貝
で
木
瓜
形
の
唐
物
で
あ
る
。
紅
葉
の
硯
は
名
物
で
あ
る
。（
三
色
の

料
紙
の
上
に
置
か
れ
、
唐
物
の
水
引
箱
の
中
に
入
れ
て
あ
る
。
文
鎮
は
唐
物
で
あ

る
。）

〔
注
〕

（
20
） 雪
舟　

雪
舟
等
楊
（
せ
っ
し
ゅ
う
と
う
よ
う
）。
生
没
年
は
応
永
二
十
七
年
〜
永

正
三
年
（
一
四
二
〇
〜
一
五
〇
六
）。
室
町
時
代
の
画
僧
。
雪
舟
の
作
品
は
国
宝
や

重
要
文
化
財
に
多
く
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
西
湖
之
図
」
は
見
え
な
い
。

（
21
） 堆
朱
（
つ
い
し
ゅ
）
彫
漆
の
一
種
。
東
北
大
学
所
蔵
の
狩
野
文
庫
本
『
君
台
観
左

右
記
』で
は「
一
彫
物
之
事
」で
明
代
の
漆
工
家
と
推
定
さ
れ
る
張
成
作
の 

剔
紅（
ち
っ

こ
う
・
ぢ
っ
こ
う
）・
堆
紅
が
第
一
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
剔
紅
・
堆
紅
の
個
別

の
説
明
の
次
に
堆
朱
を
あ
げ
て
「
色
あ
か
し
。
地
き
う
る
し
。
手
あ
さ
く
し
て
、
ほ

り
め
に
く
ろ
き
か
さ
ね
な
し
。
た
た
あ
か
く
ぬ
り
あ
け
た
る
を
云
也
。
但
、
堆
紅
斗

（
ば
か
り
）
の
堆
朱
、
堆
朱
斗
の
堆
紅
ノ
云
事
あ
り
」
と
説
明
し
て
い
る
。

（
22
） 東
山
殿
御
物　

東
山
御
物
と
も
い
う
。東
山
殿
と
は
足
利
八
代
将
軍
義
政
の
こ
と
。

将
軍
職
を
退
い
た
後
に
東
山
に
隠
居
し
た
と
こ
ろ
か
ら
い
う
。
東
山
殿
御
物
は
三
代

将
軍
足
利
義
満
か
ら
義
政
ま
で
の
代
に
収
集
さ
れ
た
宝
物
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
絵

画
に
関
し
て
は
能
阿
弥
撰
と
さ
れ
る
『
御
物
御
画
目
録
』
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
所

蔵
品
の
多
く
は
流
出
し
た
も
の
も
多
い
。
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
の
室
町
第
の
焼

亡
の
際
に
は
「
御
蔵
」
も
焼
け
た
と
の
推
測
も
あ
り
、
そ
の
実
態
は
明
ら
か
で
は
な

い
。

（
23
） 公
任　

藤
原
公
任
（
ふ
じ
わ
ら
の
き
ん
と
う
）。
平
安
時
代
中
期
の
公
卿
で
あ
り

歌
人
。
生
没
年
は
康
保
三
年
〜
長
久
二
年
（
九
六
六
〜
一
〇
四
一
）。
官
位
は
正
二

位
権
大
納
言
。
祖
父
は
摂
政
関
白
太
政
大
臣
清
慎
公
実
頼
、
父
は
関
白
太
政
大
臣
廉

義
公
頼
忠
。
母
は
後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
中
務
卿
代
明
親
王
の
娘
巌
子
。
公
任

は
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
撰
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。『
古
今
和
歌
集
』
は
醍
醐

天
皇
の
勅
命
に
よ
り
紀
友
則
・
紀
貫
之
・
凡
河
内
躬
恒
・
壬
生
忠
岑
の
四
人
の
撰
者

に
よ
り
編
集
さ
れ
、延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
四
月
十
八
日
に
奏
上
さ
れ
た
。『
古
今
集
』

と
も
よ
ば
れ
る
。『
古
今
和
歌
集
』
は
貫
之
自
筆
の
本
と
称
す
る
も
の
や
藤
原
定
家

が
書
写
校
訂
し
た
『
定
家
本
』、多
く
の
古
筆
切
、藤
原
清
輔
が
書
写
し
た
『
清
輔
本
』、

そ
し
て
唯
一
の
完
本
と
し
て
現
存
最
古
と
さ
れ
る
国
宝
『
元
永
本
』、
な
ど
が
残
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
茶
会
で
飾
ら
れ
て
い
る
『
公
任
古
今
上
下
』
は
10「
平
成
に
な
っ

て
突
如
、
同
じ
く
平
安
書
写
の
完
本
と
い
う
形
で
公
任
筆
本
が
出
現
し
た
」
と
注
目
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さ
れ
て
い
る
『
古
今
集
』
の
完
本
で
あ
ろ
う
。
粘
葉
装
の
上
下
二
冊
の
冊
子
本
で
あ

り
、
11

小
松
茂
美
氏
に
よ
れ
ば
十
二
世
紀
初
め
頃
の
書
写
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
時
は
忠
郷
の
も
と
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。

（
24
） 行
成　

藤
原
行
成
（
ふ
じ
わ
ら
の
ゆ
き
な
り
）。
平
安
時
代
中
期
の
公
卿
で
あ
り
、

能
書
家
。
生
没
年
は
天
禄
三
年
〜
万
寿
四
年
十
二
月
四
日
（
九
七
二
〜
一
〇
二
七
）

官
位
は
正
二
位
権
大
納
言
。
行
成
は
多
く
の
才
能
に
恵
ま
れ
、
藤
原
佐
理
（
ふ
じ
わ

ら
の
す
け
ま
さ
）
亡
き
後
は
能
書
の
第
一
人
者
と
し
て
三
条
・
後
一
条
の
二
代
の
天

皇
に
仕
え
た
。
真
跡
に
は
『
白
氏
詩
巻
』
が
あ
り
国
宝
と
し
て
東
京
国
立
博 

物
館
が

収
蔵
し
て
い
る
。
原
文
に
は「
行
成
ノ
朗
詠　

二
巻
」と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
徳

川
実
記
』
寛
永
十
七
年
九
月
十
六
日
条
に
は
「
行
成
卿
筆
の
朗
詠
集
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
は
公
任
の
撰
で
あ
る
が
、
能
書
家
の
行
成
が
書
写
し
た

も
の
が
飾
ら
れ
た
と
分
か
る
。

（
25
） 香
合　

香
合
は
木
瓜
形
と
推
測
す
る
。
木
瓜
形
は
瓜
を
輪
切
り
に
し
た
形
と
考
え

ら
れ
て
い
る
が
、
諸
説
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
茶
道
具
で
は
香
合
に
こ
の
形
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
が
、
青
磁
の
香
合
と
さ
れ
て
い
る
。『
徳
川
実
記
』
に
は
「
香
合
は

螺
鈿
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
青
貝
を
使
っ
た
螺
鈿
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

（
26
） 紅
葉
硯　

原
文
に
は
「
紅
葉
硯　

名
物
」
と
の
み
記
さ
れ
る
が
、『
徳
川
実
記
』

に
は
「
紅
葉
硯
料
紙
三
色
唐
物
の
水
引
箱
」
と
、『
慶
長
以
来
御
茶
之
記
』
に
は
「
紅

葉
硯 

名
物 

料
紙
三
色
上
ニ
置
計
筭
唐
物
」
と
説
明
が
あ
る
。
こ
れ
は
紅
葉
の
硯
が

三
色
の
料
紙
に
載
せ
ら
れ
唐
物
の
水
引
箱
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
27
） 計
筭　

け
い
さ
ん
、
け
さ
ん
、
卦
算
。
文
鎮
の
一
種
。
横
に
長
く
て
つ
ま
み
が
あ

る
。
紅
葉
の
硯
と
同
じ
く
料
紙
に
乗
せ
ら
れ
水
引
箱
に
入
っ
て
い
る
。

〔
茶
会
二　

影
印
続
き
〕

〔
茶
会
二　

原
文
続
き
〕

　
　
　

床
脇
之
棚

沓（
く
つ
）形

炭
斗）

₂₈
（

　

　
　

 

彫
物
ノ
香
合　

皆
唐
物

羽
箒

御
茶
入　

文
琳）

₂₉
（唐

物　
　

懸
袋
陶
四
方
盆　

唐
物）

₃₀
（

御
茶
碗　
　
　

吉
野
高
麗）

₃₁
（

名
物

〔
茶
会
二　

現
代
語
訳
続
き
〕　　
　
　

　

床
脇
の
棚
の
上
に
は
次
の
も
の
が
飾
ら
れ
た
。
沓
形
の
炭
斗
、
彫
物
の
香
合
、

こ
れ
ら
は
皆
唐
物
で
あ
る
。
羽
箒
が
置
か
れ
、
御
茶
入
は
唐
物
の
文
琳
で
掛
袋
は

唐
物
の
四
方
の
盆
の
上
に
置
く
。
御
茶
碗
は
吉
野
高
麗
で
名
物
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
28
） 沓
形
炭
斗　

沓
形
炭
斗
は
そ
の
形
が
歪
ん
だ
楕
円
を
な
し
、
沓
状
に
見
え
る
と
こ

ろ
か
ら
こ
の
名
が
付
い
た
も
の
。

（
29
） 文
琳　

茶
入
れ
の
形
の
一
つ
。
文
琳
と
は
林
檎
の
こ
と
で
あ
る
。
小
形
で
林
檎
に

似
た
形
を
し
て
い
る
。
高
橋
義
雄
氏
は
12「
文
林
は
最
も
黄
釉
の
景
色
に
富
む
が
故

に
、
之
を
稱
し
て
文
琳
釉
と
云
ひ
、
茶
人
は
殊
に
之
を
珍
重
せ
り
」
と
し
て
い
る
。

（
30
） 四
方
盆　
『
慶
長
以
来
御
茶
之
記
』
に
は
「
掛
袋
四
方
ノ
盆
ニ
置
盆
又
唐
物
也
」

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

（
31
） 吉
野
高
麗　

高
麗
茶
碗
は
李
朝
時
代
に
朝
鮮
半
島
で
焼
か
れ
た
茶
湯
の
茶
碗
の
総

称
で
あ
る
。
吉
野
高
麗
と
い
う
茶
碗
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、『
慶
長

以
来
御
茶
之
記
』
及
び
『
徳
川
實
紀
』
の
寛
永
一
七
年
九
月
一
六
日
条
に
も
床
脇
之

棚
の
茶
碗
は
『
吉
野
高
麗
』
と
あ
る
。

（ 20 ）

『茶会集』の評釈　―寛永年間の御成の茶会―

〔
茶
会
二　

原
文
続
き
〕

　
　

　
　

　
　

書
院

　
　

　

床
懸
物　
　
　

雪
舟
筆
西
湖
之
圖　

名
物）

₂₀
（

　
　

　
　

花
入　
　
　

金
お
し
鳥
名
物

　
　
　
　
　

堆
朱
四
方
ノ
机
二
陶
之）

₂₁
（

　
　

　
　

香
爐　
　
　
　
　
　

染
付

　
　
　
　
　

堆
朱
長
盆
ニ
載
之

　
　

　
　

香
匙　
　
　

大
箸
（
火
箸
）

　
　

　

梨
子
地
蒔
繪

　
　
　
　

香
合　
　

東
山
殿）

₂₂
（

　

御
物
数
寄　

堆
朱
印
籠

　
　

　
　

陶　
　
　

堆
朱
盆　

皆
唐
物
也

　
　

　

公
任
古
今
上
下）

₂₃
（

　
　

　

行
成
ノ

　
　

　
　

朗
詠　
　
　
　

二
巻）

₂₄
（

　
　

　
　

香
合　
　
　
　

青
貝
唐
物）

₂₅
（

　
　

　
　

木
香
形　
　

紅
葉
硯　

名
物）

₂₆
（

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

料
紙
三
色
上
ニ
置

　
　

　
　

計
筭　
　

唐
物）

₂₇
（

　
　

　
　

水
引
箱　

唐
物

〔
茶
会
二　

現
代
語
訳
続
き
〕

書
院
の
し
つ
ら
い
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
床
の
懸
物
は
雪
舟
筆
の
西
湖
の
図
。

名
物
で
あ
る
。
花
入
は
金
の
鴛
鴦
。
名
物
で
あ
る
。
堆
朱
の
四
方
の
机
に
置
く
。

染
付
の
香
炉
は
堆
朱
の
長
盆
に
載
せ
る
。
香
匙
は
火
箸
。
梨
地
の
蒔
絵
の
香
合
は

東
山
殿
御
物
の
数
寄
の
香
合
で
あ
る
。
堆
朱
の
印
籠
は
堆
朱
の
盆
に
置
く
。
こ
れ

ら
は
皆
唐
物
で
あ
る
。
公
任
の
古
今
集
上
下
巻
。
行
成
筆
の
和
漢
朗
詠
集
二
巻
。

『
茶
会
集
』
で
は
省
略
。

『
慶
長
以
来
御
茶
之
記
』

に
は
記
述
が
有
る
。

香
合
は
青
貝
で
木
瓜
形
の
唐
物
で
あ
る
。
紅
葉
の
硯
は
名
物
で
あ
る
。（
三
色
の

料
紙
の
上
に
置
か
れ
、
唐
物
の
水
引
箱
の
中
に
入
れ
て
あ
る
。
文
鎮
は
唐
物
で
あ

る
。）

〔
注
〕

（
20
） 雪
舟　

雪
舟
等
楊
（
せ
っ
し
ゅ
う
と
う
よ
う
）。
生
没
年
は
応
永
二
十
七
年
〜
永

正
三
年
（
一
四
二
〇
〜
一
五
〇
六
）。
室
町
時
代
の
画
僧
。
雪
舟
の
作
品
は
国
宝
や

重
要
文
化
財
に
多
く
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
西
湖
之
図
」
は
見
え
な
い
。

（
21
） 堆
朱
（
つ
い
し
ゅ
）
彫
漆
の
一
種
。
東
北
大
学
所
蔵
の
狩
野
文
庫
本
『
君
台
観
左

右
記
』で
は「
一
彫
物
之
事
」で
明
代
の
漆
工
家
と
推
定
さ
れ
る
張
成
作
の 

剔
紅（
ち
っ

こ
う
・
ぢ
っ
こ
う
）・
堆
紅
が
第
一
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
剔
紅
・
堆
紅
の
個
別

の
説
明
の
次
に
堆
朱
を
あ
げ
て
「
色
あ
か
し
。
地
き
う
る
し
。
手
あ
さ
く
し
て
、
ほ

り
め
に
く
ろ
き
か
さ
ね
な
し
。
た
た
あ
か
く
ぬ
り
あ
け
た
る
を
云
也
。
但
、
堆
紅
斗

（
ば
か
り
）
の
堆
朱
、
堆
朱
斗
の
堆
紅
ノ
云
事
あ
り
」
と
説
明
し
て
い
る
。

（
22
） 東
山
殿
御
物　

東
山
御
物
と
も
い
う
。東
山
殿
と
は
足
利
八
代
将
軍
義
政
の
こ
と
。

将
軍
職
を
退
い
た
後
に
東
山
に
隠
居
し
た
と
こ
ろ
か
ら
い
う
。
東
山
殿
御
物
は
三
代

将
軍
足
利
義
満
か
ら
義
政
ま
で
の
代
に
収
集
さ
れ
た
宝
物
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
絵

画
に
関
し
て
は
能
阿
弥
撰
と
さ
れ
る
『
御
物
御
画
目
録
』
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
所

蔵
品
の
多
く
は
流
出
し
た
も
の
も
多
い
。
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
の
室
町
第
の
焼

亡
の
際
に
は
「
御
蔵
」
も
焼
け
た
と
の
推
測
も
あ
り
、
そ
の
実
態
は
明
ら
か
で
は
な

い
。

（
23
） 公
任　

藤
原
公
任
（
ふ
じ
わ
ら
の
き
ん
と
う
）。
平
安
時
代
中
期
の
公
卿
で
あ
り

歌
人
。
生
没
年
は
康
保
三
年
〜
長
久
二
年
（
九
六
六
〜
一
〇
四
一
）。
官
位
は
正
二

位
権
大
納
言
。
祖
父
は
摂
政
関
白
太
政
大
臣
清
慎
公
実
頼
、
父
は
関
白
太
政
大
臣
廉

義
公
頼
忠
。
母
は
後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
中
務
卿
代
明
親
王
の
娘
巌
子
。
公
任

は
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
撰
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。『
古
今
和
歌
集
』
は
醍
醐

天
皇
の
勅
命
に
よ
り
紀
友
則
・
紀
貫
之
・
凡
河
内
躬
恒
・
壬
生
忠
岑
の
四
人
の
撰
者

に
よ
り
編
集
さ
れ
、延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
四
月
十
八
日
に
奏
上
さ
れ
た
。『
古
今
集
』

と
も
よ
ば
れ
る
。『
古
今
和
歌
集
』
は
貫
之
自
筆
の
本
と
称
す
る
も
の
や
藤
原
定
家

が
書
写
校
訂
し
た
『
定
家
本
』、多
く
の
古
筆
切
、藤
原
清
輔
が
書
写
し
た
『
清
輔
本
』、

そ
し
て
唯
一
の
完
本
と
し
て
現
存
最
古
と
さ
れ
る
国
宝
『
元
永
本
』、
な
ど
が
残
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
茶
会
で
飾
ら
れ
て
い
る
『
公
任
古
今
上
下
』
は
10「
平
成
に
な
っ

て
突
如
、
同
じ
く
平
安
書
写
の
完
本
と
い
う
形
で
公
任
筆
本
が
出
現
し
た
」
と
注
目
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〔
茶
会
二　

影
印
続
き
〕

〔
茶
会
二　

原
文
続
き
〕

　
　

　
　

　
　

　

臺
子）

₃₇
（

　
　

　
　

　

大
棗）

₃₈
（

　
　

　

袋
懸

　
　
　
　
　
　

袋
金
襴
紋
桐）

₃₉
（

　
　

　
　

　

御
茶
碗　
　

青
礠

　
　

　
　

　

金
風
爐）

₄₀
（

　
　

四
方
物
御
釜）

₄₁
（

　

松
向
寺）

₄₂
（

　

名
物

　
　

　
　

　

水
指　
　
　

抱
桶）

₄₃
（

　

名
物

　
　

　
　

　

柄
杓
立）

₄₄
（

　
　

龍
耳）

₄₅
（

　

唐
物

　
　

　
　

　

水
翻）

₄₆
（

　
　

　

南
蛮
象
眼
ノ
コ
ウ
シ）

₄₇
（

　
　

　
　

　

蓋
置　
　
　

三
足
人
形）

₄₈
（

　
　

　
　

　

　

羽
箒

〔
茶
会
二　

現
代
語
訳
続
き
〕

台
子
の
上
に
は
袋
を
懸
け
た
大
棗
が
置
か
れ
る
。
袋
は
金
襴
の
地
で
桐
の
模
様
が

あ
る
。
御
茶
碗
は
青
磁
で
あ
る
。
風
炉
は
金
で
あ
り
四
方
物
の
御
釜
で
あ
る
。
銘

は
松
向
寺
で
名
物
で
あ
る
。
水
指
は
抱
桶
で
名
物
で
あ
る
。
柄
杓
立
は
龍
耳
で
唐

物
で
あ
る
。
水
飜
は
南
蛮
物
で
象
眼
の
合
子
（
盒
子
）
で
あ
る
。
蓋
置
は
三
方
の

人
形
で
あ
る
。
羽
箒
も
置
か
れ
て
い
る
。

〔
注
〕

（
37
） 臺
子　

だ
い
す
。
台
子
。
茶
道
で
用
い
る
置
棚
の
一
種
。
熊
倉
功
夫
氏
に
よ
れ
ば
、

「
茶
道
で
は
最
も
格
式
の
高
い
形
式
を
、
書
院
台
子
の
茶
と
い
う
よ
う
に
、
書
院
で

台
子
に
唐
物
の
茶
碗
や
茶
入
を
飾
っ
て
と
り
行
わ
れ
る
点
前
を
式
正
の
茶
と
し
、
台

子
は
そ
の
形
式
を
象
徴
す
る
棚
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。」（
国
史
大
事
典
）
と
さ
れ
る
。

台
子
が
日
本
に
伝
来
し
、
茶
の
湯
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
経
緯
は
諸
説
あ
る
が
、
台
子

が
茶
の
湯
の
棚
と
し
て
使
用
さ
れ
た
初
見
の
史
料
は
『
松
屋
会
記
』
の
天
文
六
年

（
一
五
三
七
）
十
四
屋
宗
伍
茶
会
の
記
録
で
あ
る
。
そ
の
後
、
天
下
人
の
茶
が
桃
山

時
代
に
生
ま
れ
、
そ
の
茶
道
の
荘
厳
化
に
伴
っ
て
台
子
は
茶
の
湯
の
真
の
位
に
す
え

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
棚
の
地
板
の
上
に
風
炉
釜
、
水
指
、
杓
立

て
な
ど
を
置
き
、
天
板
の
上
に
御
茶
碗
（
台
天
目
）、
茶
入
な
ど
を
飾
る
。

（
38
） 大
棗　

お
お
な
つ
め
。
棗
は
薄
茶
器
の
一
種
で
あ
り
、
大
中
小
の
別
が
あ
る
。
棗

は
塗
師
の
羽
田
五
郎
に
よ
っ
て
創
案
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
漆
工
の
容
器
で
あ

る
。。
基
本
的
に
は
黒
塗
り
で
、
利
休
好
み
の
大
棗
は
蓋
径
七
・
五
セ
ン
チ
、
高
さ
七
・

三
セ
ン
チ
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず
つ
寸
法
は
異
な
る
が
、
凡
そ
こ
れ
を
基
準
に

作
ら
れ
て
い
る
。

（
39
） 金
襴　

き
ん
ら
ん
。
金
糸
を
紋
様
を
織
り
出
す
横
糸
（
絵
緯　

え
ぬ
き
）
と
し
て

用
い
た
織
物
の
総
称
。
日
本
に
伝
来
し
た
の
は
鎌
倉
時
代
か
ら
で
、
室
町
時
代
中
期

に
は
日
本
で
も
金
襴
・
銀
襴
が
作
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
茶
道
の
仕

服
や
軸
物
の
表
装
な
ど
に
用
い
ら
れ
、「
名
物
裂
」（
め
い
ぶ
つ
ぎ
れ
）
と
し
て
今
日

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（ 22 ）

『茶会集』の評釈　―寛永年間の御成の茶会―

〔
茶
会
二　

影
印
続
き
〕

〔
茶
会
二　

原
文
続
き
〕

　
　

　
　

　
　

御
次
之
間

　
　

床　

　

　

三
幅
対）

₃₂
（

　
　

　

中　
　

牧
渓
観
音）

₃₃
（

　
　

　

讃
無
準
筆）

₃₄
（

　
　

　

左　
　

政
黄
牛）

₃₅
（

　
　

　
　

同
筆
ノ
賛
寧
退
耕）

₃₆
（

　
　

　

右　
　

茶
陵
郁
庵
主　

　

同
筆
賛
寧
退
耕

　
　

文
臺　
　

 

筆
臺　

短
冊　

文
鎮

〔
茶
会
二　

現
代
語
訳
続
き
〕

　

御
次
の
間
の
床
に
は
、
三
幅
対
の
懸
物
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
中
央
は
牧
渓
の

観
音
図
で
讃
は
無
準
の
筆
。
左
は
政
黄
牛
の
図
で
同
じ
く
牧
渓
筆
。
讃
は
寧
退
耕
。

右
は
茶
陵
の
郁
庵
主
の
図
で
同
じ
く
牧
渓
筆
。
讃
は
同
じ
く
寧
退
耕
。
文
台
の
上

に
は
筆
台
、
短
冊
、
文
鎮
が
置
か
れ
る
。

〔
注
〕

（
32
） 三
幅
対　

三
幅
で
一
対
を
な
す
掛
物
。
本
来
は
仏
画
で
、
中
央
に
本
尊
を
、
左
右

に
脇
侍
（
き
ょ
う
じ
）
の
菩
薩
を
掛
け
た
事
に
よ
る
。

（
33
） 牧
渓　

牧
渓
法
常
（
も
っ
け
い
ほ
う
じ
ょ
う
）
中
国
の
南
宋
時
代
末
か
ら
元
の
初

め
頃
の
画
僧
。
蜀
の
出
身
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
法
常
は
法
諱
。
牧
渓
は
号
。
生
没

年
は
不
明
。
牧
渓
作
の
水
墨
画
に
は
国
宝
や
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の

も
あ
り
、
日
本
の
水
墨
画
壇
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も

足
利
将
軍
家
に
伝
来
し
た
。

（
34
） 無
準　

無
準
師
範
（
ぶ
じ
ゅ
ん
（
し
ば
ん
）
し
は
ん
）
中
国
、
南
宋
時
代
の
臨
済

宗
の
僧
。
生
没
年
は
一
一
七
七
〜
一
二
四
九
年
。
蜀
の
剣
州
（
四
川
省
）
の
人
。
宋

代
禅
林
中
、
傑
出
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
破
庵
祖
先
（
ほ
あ
ん
そ
ぜ
ん
）
に
参
じ
て

そ
の
法
を
嗣
ぎ
、
後
に
中
国
五
山
第
一
位
の
径
山
寺
（
き
ん
ざ
ん
じ
）
に
遷
り
、
同

寺
に
住
し
た
。
雪
巌
祖
欽
（
せ
つ
が
ん
そ
き
ん
）・
無
学
祖
元
（
む
が
く
そ
げ
ん
）・

兀
庵
普
寧
（
ご
っ
た
ん
ふ
ね
い
）・
円
爾
弁
円
（
え
ん
に
べ
ん
ね
ん　

聖
一
（
し
ょ

う
い
ち
）
国
師
）
ら
の
法
嗣
を
輩
出
し
、
画
僧
牧
渓
法
常
も
そ
の
法
席
に
列
し
た
。

紹
定
六
年
（
一
二
三
三
）
南
宋
の
理
宗
皇
帝
よ
り
仏
鑑
円
照
禅
師
の
号
を
賜
る
。

（
35
） 政
黄
牛　

せ
い
お
う
ぎ
ゅ
う
。
中
国
杭
州
の
浄
土
院
の
惟
正
禅
師
（
ゆ
い
し
ょ
う

ぜ
ん
じ
）
は
黄
牛
に
乗
っ
て
歩
き
、
そ
の
牛
の
角
に
身
の
回
り
の
品
を
掛
け
て
い
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
禅
師
は
政
氏
の
出
身
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
図
は
政
黄

牛
と
呼
ば
れ
た
。

（
36
） 寧
退
耕　

退
耕
徳
寧
（
つ
い
か
ん
と
く
ね
い
）
南
宋
時
代
後
期
の
臨
済
宗
破
庵
派

の
僧
。
生
没
年
は
不
詳
。
無
準
師
範
の
法
を
嗣
ぎ
、
後
に
中
国
五
山
第
二
位
の
霊
隠

寺
に
住
し
た
。
現
在
、
遺
墨
は
常
盤
山
文
庫
所
蔵
の
「
上
堂
偈
」（
重
要
文
化
財
）

の
み
で
あ
る
。
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〔
茶
会
二　

影
印
続
き
〕

〔
茶
会
二　

原
文
続
き
〕

　
　

　
　

　
　

　

臺
子）

₃₇
（

　
　

　
　

　

大
棗）

₃₈
（

　
　

　

袋
懸

　
　
　
　
　
　

袋
金
襴
紋
桐）

₃₉
（

　
　

　
　

　

御
茶
碗　
　

青
礠

　
　

　
　

　

金
風
爐）

₄₀
（

　
　

四
方
物
御
釜）

₄₁
（

　

松
向
寺）

₄₂
（

　

名
物

　
　

　
　

　

水
指　
　
　

抱
桶）

₄₃
（

　

名
物

　
　

　
　

　

柄
杓
立）

₄₄
（

　
　

龍
耳）

₄₅
（

　

唐
物

　
　

　
　

　

水
翻）

₄₆
（

　
　

　

南
蛮
象
眼
ノ
コ
ウ
シ）

₄₇
（

　
　

　
　

　

蓋
置　
　
　

三
足
人
形）

₄₈
（

　
　

　
　

　

　

羽
箒

〔
茶
会
二　

現
代
語
訳
続
き
〕

台
子
の
上
に
は
袋
を
懸
け
た
大
棗
が
置
か
れ
る
。
袋
は
金
襴
の
地
で
桐
の
模
様
が

あ
る
。
御
茶
碗
は
青
磁
で
あ
る
。
風
炉
は
金
で
あ
り
四
方
物
の
御
釜
で
あ
る
。
銘

は
松
向
寺
で
名
物
で
あ
る
。
水
指
は
抱
桶
で
名
物
で
あ
る
。
柄
杓
立
は
龍
耳
で
唐

物
で
あ
る
。
水
飜
は
南
蛮
物
で
象
眼
の
合
子
（
盒
子
）
で
あ
る
。
蓋
置
は
三
方
の

人
形
で
あ
る
。
羽
箒
も
置
か
れ
て
い
る
。

〔
注
〕

（
37
） 臺
子　

だ
い
す
。
台
子
。
茶
道
で
用
い
る
置
棚
の
一
種
。
熊
倉
功
夫
氏
に
よ
れ
ば
、

「
茶
道
で
は
最
も
格
式
の
高
い
形
式
を
、
書
院
台
子
の
茶
と
い
う
よ
う
に
、
書
院
で

台
子
に
唐
物
の
茶
碗
や
茶
入
を
飾
っ
て
と
り
行
わ
れ
る
点
前
を
式
正
の
茶
と
し
、
台

子
は
そ
の
形
式
を
象
徴
す
る
棚
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。」（
国
史
大
事
典
）
と
さ
れ
る
。

台
子
が
日
本
に
伝
来
し
、
茶
の
湯
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
経
緯
は
諸
説
あ
る
が
、
台
子

が
茶
の
湯
の
棚
と
し
て
使
用
さ
れ
た
初
見
の
史
料
は
『
松
屋
会
記
』
の
天
文
六
年

（
一
五
三
七
）
十
四
屋
宗
伍
茶
会
の
記
録
で
あ
る
。
そ
の
後
、
天
下
人
の
茶
が
桃
山

時
代
に
生
ま
れ
、
そ
の
茶
道
の
荘
厳
化
に
伴
っ
て
台
子
は
茶
の
湯
の
真
の
位
に
す
え

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
棚
の
地
板
の
上
に
風
炉
釜
、
水
指
、
杓
立

て
な
ど
を
置
き
、
天
板
の
上
に
御
茶
碗
（
台
天
目
）、
茶
入
な
ど
を
飾
る
。

（
38
） 大
棗　

お
お
な
つ
め
。
棗
は
薄
茶
器
の
一
種
で
あ
り
、
大
中
小
の
別
が
あ
る
。
棗

は
塗
師
の
羽
田
五
郎
に
よ
っ
て
創
案
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
漆
工
の
容
器
で
あ

る
。。
基
本
的
に
は
黒
塗
り
で
、
利
休
好
み
の
大
棗
は
蓋
径
七
・
五
セ
ン
チ
、
高
さ
七
・

三
セ
ン
チ
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず
つ
寸
法
は
異
な
る
が
、
凡
そ
こ
れ
を
基
準
に

作
ら
れ
て
い
る
。

（
39
） 金
襴　

き
ん
ら
ん
。
金
糸
を
紋
様
を
織
り
出
す
横
糸
（
絵
緯　

え
ぬ
き
）
と
し
て

用
い
た
織
物
の
総
称
。
日
本
に
伝
来
し
た
の
は
鎌
倉
時
代
か
ら
で
、
室
町
時
代
中
期

に
は
日
本
で
も
金
襴
・
銀
襴
が
作
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
茶
道
の
仕

服
や
軸
物
の
表
装
な
ど
に
用
い
ら
れ
、「
名
物
裂
」（
め
い
ぶ
つ
ぎ
れ
）
と
し
て
今
日

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（ 22 ）

『茶会集』の評釈　―寛永年間の御成の茶会―

〔
茶
会
二　

影
印
続
き
〕

〔
茶
会
二　

原
文
続
き
〕

　
　

　
　

　
　

御
次
之
間

　
　

床　

　

　

三
幅
対）

₃₂
（

　
　

　

中　
　

牧
渓
観
音）

₃₃
（

　
　

　

讃
無
準
筆）

₃₄
（

　
　

　

左　
　

政
黄
牛）

₃₅
（

　
　

　
　

同
筆
ノ
賛
寧
退
耕）

₃₆
（

　
　

　

右　
　

茶
陵
郁
庵
主　

　

同
筆
賛
寧
退
耕

　
　

文
臺　
　

 

筆
臺　

短
冊　

文
鎮

〔
茶
会
二　

現
代
語
訳
続
き
〕

　

御
次
の
間
の
床
に
は
、
三
幅
対
の
懸
物
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
中
央
は
牧
渓
の

観
音
図
で
讃
は
無
準
の
筆
。
左
は
政
黄
牛
の
図
で
同
じ
く
牧
渓
筆
。
讃
は
寧
退
耕
。

右
は
茶
陵
の
郁
庵
主
の
図
で
同
じ
く
牧
渓
筆
。
讃
は
同
じ
く
寧
退
耕
。
文
台
の
上

に
は
筆
台
、
短
冊
、
文
鎮
が
置
か
れ
る
。

〔
注
〕

（
32
） 三
幅
対　

三
幅
で
一
対
を
な
す
掛
物
。
本
来
は
仏
画
で
、
中
央
に
本
尊
を
、
左
右

に
脇
侍
（
き
ょ
う
じ
）
の
菩
薩
を
掛
け
た
事
に
よ
る
。

（
33
） 牧
渓　

牧
渓
法
常
（
も
っ
け
い
ほ
う
じ
ょ
う
）
中
国
の
南
宋
時
代
末
か
ら
元
の
初

め
頃
の
画
僧
。
蜀
の
出
身
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
法
常
は
法
諱
。
牧
渓
は
号
。
生
没

年
は
不
明
。
牧
渓
作
の
水
墨
画
に
は
国
宝
や
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の

も
あ
り
、
日
本
の
水
墨
画
壇
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も

足
利
将
軍
家
に
伝
来
し
た
。

（
34
） 無
準　

無
準
師
範
（
ぶ
じ
ゅ
ん
（
し
ば
ん
）
し
は
ん
）
中
国
、
南
宋
時
代
の
臨
済

宗
の
僧
。
生
没
年
は
一
一
七
七
〜
一
二
四
九
年
。
蜀
の
剣
州
（
四
川
省
）
の
人
。
宋

代
禅
林
中
、
傑
出
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
破
庵
祖
先
（
ほ
あ
ん
そ
ぜ
ん
）
に
参
じ
て

そ
の
法
を
嗣
ぎ
、
後
に
中
国
五
山
第
一
位
の
径
山
寺
（
き
ん
ざ
ん
じ
）
に
遷
り
、
同

寺
に
住
し
た
。
雪
巌
祖
欽
（
せ
つ
が
ん
そ
き
ん
）・
無
学
祖
元
（
む
が
く
そ
げ
ん
）・

兀
庵
普
寧
（
ご
っ
た
ん
ふ
ね
い
）・
円
爾
弁
円
（
え
ん
に
べ
ん
ね
ん　

聖
一
（
し
ょ

う
い
ち
）
国
師
）
ら
の
法
嗣
を
輩
出
し
、
画
僧
牧
渓
法
常
も
そ
の
法
席
に
列
し
た
。

紹
定
六
年
（
一
二
三
三
）
南
宋
の
理
宗
皇
帝
よ
り
仏
鑑
円
照
禅
師
の
号
を
賜
る
。

（
35
） 政
黄
牛　

せ
い
お
う
ぎ
ゅ
う
。
中
国
杭
州
の
浄
土
院
の
惟
正
禅
師
（
ゆ
い
し
ょ
う

ぜ
ん
じ
）
は
黄
牛
に
乗
っ
て
歩
き
、
そ
の
牛
の
角
に
身
の
回
り
の
品
を
掛
け
て
い
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
禅
師
は
政
氏
の
出
身
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
図
は
政
黄

牛
と
呼
ば
れ
た
。

（
36
） 寧
退
耕　

退
耕
徳
寧
（
つ
い
か
ん
と
く
ね
い
）
南
宋
時
代
後
期
の
臨
済
宗
破
庵
派

の
僧
。
生
没
年
は
不
詳
。
無
準
師
範
の
法
を
嗣
ぎ
、
後
に
中
国
五
山
第
二
位
の
霊
隠

寺
に
住
し
た
。
現
在
、
遺
墨
は
常
盤
山
文
庫
所
蔵
の
「
上
堂
偈
」（
重
要
文
化
財
）

の
み
で
あ
る
。
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畢
而
廻
花
有
之

　
　

　
　

籠
花
入　

龐
居
士
カ
娘
霊
照
女
カ
持
花

筺）
₅₂
（

ト
テ
紹
鷗 

秘
蔵
持
之

　
　
　
　
　

今
井
宗
薫
ハ
鷗
カ
孫
也
御
遣
之
（
の
）
宗
薫
カ

　
　
　
　
　

子
宗
呑
又
得
之
送
秀
元
天
下
名
物
也

　
　

　
　

　

此
節
沢
庵
和
尚
被　

召
之）

₅₃
（

〔
茶
会
二　

現
代
語
訳
続
き
〕

堂
炉
の
間
に
は
、
盆
石
、
羽
箒
、
柄
杓
、
蓋
置
、
赤
い
台
、
水
指
、
水
飜
、
ハ
ケ

メ
の
茶
碗
と
又
御
紋
を
染
付
け
た
茶
碗
が
あ
り
、
茶
入
は
瓢
箪
で
唐
物
、
袋
を
懸

け
て
置
い
て
あ
る
。

廻
花
が
な
さ
れ
た
。
籠
花
入
は
龐
（
ほ
う
）
居
士
の
娘
霊
照
女
が
持
つ
花
籠
と
い

う
紹
鷗
の
秘
蔵
だ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
井
宗
薫
は
紹
鷗
の
孫
で
あ
る
。
お
遣
い

の
宗
薫
の
子
ど
も
の
宗
呑
（
そ
う
ど
ん
）
も
又
こ
の
籠
を
得
た
が
、
こ
の
天
下
の

名
物
を
秀
元
に
進
呈
し
た
。

　

こ
の
時
、
沢
庵
和
尚
も
呼
ば
れ
た
。

〔
注
〕

（
49
） 盆
石　

ぼ
ん
せ
き
。
本
来
、
箱
庭
や
盆
山
・
盆
景
に
用
い
る
石
を
い
う
が
、
こ
こ

で
は
室
内
に
趣
の
あ
る
自
然
の
石
や
砂
で
盆
の
上
に
風
景
を
つ
く
り
出
し
た
も
の
。

ま
た
、
そ
の
盆
景
を
鑑
賞
す
る
こ
と
を
い
う
。

（
50
） 臺　

だ
い
。こ
こ
で
は 

台
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
慶
長
以
来
御
茶
之
記
』、『
徳

川
実
記
』
に
は
「
赤
臺
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
51
） ハ
ケ
メ　

刷
毛
目
茶
碗
。
高
麗
茶
碗
の
一
種
。
鉄
分
が
多
く
色
の
濃
い
胎
土
に
刷

毛
で
白
泥
を
掛
け
て
、
そ
の
刷
毛
目
を
文
様
の
よ
う
に
浮
き
立
た
せ
た
も
の
。
和
物

の
茶
碗
で
も
刷
毛
目
を
意
匠
と
し
た
も
の
は
あ
る
。

（
52
） 霊
照
女
カ
持
花
筺　

霊
照
女
（
れ
い
し
ょ
う
じ
ょ
）
は
唐
物
手
付
籠
の
一
種
で
、

や
や
長
め
の
胴
に
提
げ
手
が
付
い
て
い
る
も
の
。
唐
代
の
儒
者
と
し
て
名
高
い
龐（
ほ

う
）
居
士
の
娘
霊
照
は
幼
く
し
て
禅
宗
に
帰
依
し
、
長
じ
て
は
父
母
に
孝
養
を
尽
く

す
た
め
に
街
に
出
て
籠
を
売
っ
た
と
い
う
中
国
の
伝
説
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
道
釈

画
の
少
女
が
持
つ
籠
に
似
た
も
の
を
い
う
。

（
53
） 沢
庵
和
尚　

江
戸
時
代
初
期
の
臨
済
宗
の
僧
。
諱
は
宗
彭
（
そ
う
ほ
う
）
生
没
年

は
天
正
元
年
〜
正
保
二
年
（
一
五
七
三
〜
一
六
四
五
）。
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）

三
七
歳
で
大
徳
寺
一
五
三
世
の
住
持
と
な
っ
た
が
三
日
で
退
院
。
そ
の
後
、
寺
院
法

度
・
紫
衣
法
度
を
め
ぐ
り
幕
府
に
抗
弁
し
、
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
出
羽
国
上
山

に
流
さ
れ
た
。
寛
永
九
年
許
さ
れ
て
京
に
戻
っ
た
。
後
に
三
代
将
軍
家
光
の
帰
依
を

受
け
て
寛
永
十
五
年
に
江
戸
の
品
川
に
東
海
寺
を
開
創
し
た
。
沢
庵
和
尚
の
こ
の
日

の
御
成
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、『
徳
川
実
記
』に
は「
僧
澤
庵
を
召
て
御
酒
下
さ
る
ゝ

程
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、『
慶
長
以
来
御
茶
之
記
』
に
は
「
大
樹
（
将
軍
の
意
）
ハ

自
其
御
茶
室
二
入
セ
ラ
ル
東
海
寺
ノ
住
持
澤
庵
和
尚
被
召
寄　

御
盃
数
返
重
リ
既
ニ

二
十
六
夜
ノ
月
出
ル
時
ニ
盃
ノ
上
ニ
テ
亭
主
歌
一
首
可
仕
ト
（
中
略
）
澤
庵
モ
一
首

ト
仰
ケ
レ
バ
（
後
略
）」
と
あ
る
。『
御
日
記
大
略
提
要
』
寛
永
十
七
年
九
月
十
七
日

条
に
は
「
毛
利
秀
元
様
品
川
御
茶
被
献
事　

秀
元
并
沢
庵
詠
歌
之
事
」
と
あ
る
。
こ

の
時
、
秀
元
が
詠
ん
だ
歌
は
「
降
雨
モ
今
日
ヲ
晴
ト
ヤ
我
君
ヲ
待
得
シ
山
ノ
甲
斐
ハ

有
ケ
リ
」
で
あ
り
、
澤
庵
が
詠
ん
だ
歌
は
「
夕
暮
ヲ
惜
ミ
ヲ
シ
マ
シ
木
ノ
間
ヨ
リ
早

サ
シ
ノ
ボ
ル
海
コ
シ
ノ
月
」
で
あ
る
（『
慶
長
以
来
御
茶
ノ
記
』）。

謝
辞本

研
究
を
行
う
に
あ
た
り
、
資
料
収
集
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
名
古
屋
市

蓬
左
文
庫
の
皆
様
に
、
ま
た
翻
刻
を
行
う
に
あ
た
り
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た

社
会
専
修
・
中
村
修
也
先
生
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

文
献

１　

織
茂
三
郎
「
蓬
左
文
庫
の
蔵
書
印
」　
『
ほ
う
さ
』
第
四
号　

五
頁
、
名
古
屋
市
蓬

左
文
庫
、
一
九
八
〇
年

２　

『
蓬
左
文
庫
―
歴
史
と
蔵
書
―
』
四
一
頁
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
、
二
〇
〇
四
年

３　

『
御
日
記
』
寛
永
元
年
三
月
廿
八
日
条　
「
将
軍
家
○
徳
川
秀
忠
公　

渡
御
松
平
下

野
守
忠
郷
之
館
、（
中
略
）
松
平
下
野
守
、
本
名
蒲
生
兼
日
前
将
軍
秀
忠
渡
御
有
ベ

シ
ト
被
仰
渡
シ
カ
バ
、
御
殿
之
設
、
御
成
門
ヲ
建
、（
中
略
）
巳
御
成
ノ
日
ハ
天
気

清
朗
タ
リ
、
渡
御
有
シ
ニ
御
膳
ヲ
献
ズ
、
山
海
ノ
珍
味
ヲ
盡
ス
、
御
膳
具
ニ
ハ
金
銀

ヲ
以
テ
濃
、配
膳
御
役
ハ
将
軍
家
ノ
近
臣
勤
之
、鬼
取
ノ
衆
中
御
料
理
ノ
品
々
ヲ
一
々
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（
40
） 金
風
爐　

金
風
炉
。
金
属
製
の
風
炉
を
い
う
。
唐
銅
風
炉
（
か
ら
か
ね
ぶ
ろ
）
と

鉄
製
風
炉
が
あ
る
。
室
町
時
代
に
は
唐
銅
の
風
炉
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
室
町
時

代
後
期
の
『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
に
は
、
火
鉢
売
と
し
て
土
風
炉
を
売
り
歩
く
商

人
の
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
土
風
炉
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
金
風
炉

は
唐
銅
の
風
炉
と
考
え
ら
れ
る
。

（
41
） 四
方
物
御
釜　

茶
湯
釜
の
一
種
。
四
方
釜
。
胴
部
が
四
角
い
釜
。
釜
の
形
が
工
夫

さ
れ
る
過
程
で
、
好
み
の
釜
と
し
て
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
42
） 松
向
寺　

釜
の
銘
と
思
わ
れ
る
。
松
向
寺
と
読
め
る
が
『
慶
長
以
来
御
茶
之
記
』

で
は
「
松
向
寺
」、『
徳
川
実
記
』
で
は
「
松
尚
寺
」
と
し
て
い
る
。

（
43
） 抱
桶　

だ
き
お
け
。
水
指
の
一
種
。
南
蛮
の
壺
を
水
指
と
し
て
用
い
た
も
の
。
東

山
時
代
か
ら
桃
山
時
代
の
頃
ま
で
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
も

の
で
は
野
村
美
術
館
所
蔵
の
「
毛
織
抱
桶
水
指
」
が
知
ら
れ
て
い
る
。

（
44
） 柄
杓
立　

ひ
し
ゃ
く
た
て
。柄
杓
と
火
箸
を
立
て
て
お
く
一
輪
挿
し
ほ
ど
の
器
具
。

花
瓶
を
転
用
し
た
時
代
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
台
子
皆
具
（
だ
い
す
か
い
ぐ
）
の

一
つ
。
台
子
以
外
で
は
長
板
・
立
礼
式
の
総
荘
（
そ
う
か
ざ
り
）
に
使
用
さ
れ
る
。

金
属
製
・
陶
磁
器
製
が
あ
り
、
耳
付
の
も
の
も
あ
る
。

（
45
） 龍
耳　

龍
の
形
の
耳
。
壺
や
瓶
を
初
め
と
し
て
杯
や
鉢
な
ど
様
々
な
機
器
に
つ
け

ら
れ
た
耳
の
形
の
一
つ
。
実
用
と
装
飾
用
と
が
あ
る
。
耳
に
は
雲
耳
、
管
耳
、
笹
耳
、

鯱
耳
等
が
あ
る
。

（
46
） 水
飜　

み
ず
こ
ぼ
し
。
建
水
の
古
称
。

（
47
） コ
ウ
シ　

ご
う
し　

合
子
・
盒
子
。
元
来
は
蓋
と
合
わ
せ
て
一
組
と
す
る
の
で
合

子
と
い
う
。
合
器
（
ご
き
）
と
も
い
う
。
茶
道
で
い
う
と
こ
ろ
の
建
水
の
一
様
式
。

蓋
物
の
身
の
方
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
48
） 三
足
人
形　

こ
こ
で
は
「
三
足
人
形
」
と
読
め
る
が
、『
慶
長
以
来
御
茶
之
記
』

で
は
「
三
方
ノ
人
形
」、『
徳
川
実
記
』
で
は
「
三
方
の
偶
人
」
と
し
て
い
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
こ
れ
は
三
人
形
（
み
つ
に
ん
ぎ
ょ
う
）
の
蓋
置
と
思
わ
れ
る
。
中
国

で
は
筆
架
・
墨
台
と
し
て
用
い
ら
れ
る
文
房
具
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
蓋
置
に
見
立
て

た
も
の
で
あ
る
。

〔
茶
会
二　

影
印
続
き
〕

〔
茶
会
二　

原
文
続
き
〕

　
　

　
　

　

堂
爐
之
間

　
　

　
　

盆
石）

₄₉
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羽
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柄
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蓋
置
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₅₀
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水
指　

 

水
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茶
碗
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ケ
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又

　
　
　
　

茶
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染
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茶
入　
　

瓢
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唐
物

　
　
　
　
　
　
　

袋
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畢
而
廻
花
有
之

　
　

　
　

籠
花
入　

龐
居
士
カ
娘
霊
照
女
カ
持
花

筺）
₅₂
（

ト
テ
紹
鷗 

秘
蔵
持
之

　
　
　
　
　

今
井
宗
薫
ハ
鷗
カ
孫
也
御
遣
之
（
の
）
宗
薫
カ

　
　
　
　
　

子
宗
呑
又
得
之
送
秀
元
天
下
名
物
也

　
　

　
　

　
此
節
沢
庵
和
尚
被　

召
之）

₅₃
（

〔
茶
会
二　

現
代
語
訳
続
き
〕

堂
炉
の
間
に
は
、
盆
石
、
羽
箒
、
柄
杓
、
蓋
置
、
赤
い
台
、
水
指
、
水
飜
、
ハ
ケ

メ
の
茶
碗
と
又
御
紋
を
染
付
け
た
茶
碗
が
あ
り
、
茶
入
は
瓢
箪
で
唐
物
、
袋
を
懸

け
て
置
い
て
あ
る
。

廻
花
が
な
さ
れ
た
。
籠
花
入
は
龐
（
ほ
う
）
居
士
の
娘
霊
照
女
が
持
つ
花
籠
と
い

う
紹
鷗
の
秘
蔵
だ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
井
宗
薫
は
紹
鷗
の
孫
で
あ
る
。
お
遣
い

の
宗
薫
の
子
ど
も
の
宗
呑
（
そ
う
ど
ん
）
も
又
こ
の
籠
を
得
た
が
、
こ
の
天
下
の

名
物
を
秀
元
に
進
呈
し
た
。

　

こ
の
時
、
沢
庵
和
尚
も
呼
ば
れ
た
。

〔
注
〕

（
49
） 盆
石　

ぼ
ん
せ
き
。
本
来
、
箱
庭
や
盆
山
・
盆
景
に
用
い
る
石
を
い
う
が
、
こ
こ

で
は
室
内
に
趣
の
あ
る
自
然
の
石
や
砂
で
盆
の
上
に
風
景
を
つ
く
り
出
し
た
も
の
。

ま
た
、
そ
の
盆
景
を
鑑
賞
す
る
こ
と
を
い
う
。

（
50
） 臺　

だ
い
。こ
こ
で
は 

台
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
慶
長
以
来
御
茶
之
記
』、『
徳

川
実
記
』
に
は
「
赤
臺
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
51
） ハ
ケ
メ　

刷
毛
目
茶
碗
。
高
麗
茶
碗
の
一
種
。
鉄
分
が
多
く
色
の
濃
い
胎
土
に
刷

毛
で
白
泥
を
掛
け
て
、
そ
の
刷
毛
目
を
文
様
の
よ
う
に
浮
き
立
た
せ
た
も
の
。
和
物

の
茶
碗
で
も
刷
毛
目
を
意
匠
と
し
た
も
の
は
あ
る
。

（
52
） 霊
照
女
カ
持
花
筺　

霊
照
女
（
れ
い
し
ょ
う
じ
ょ
）
は
唐
物
手
付
籠
の
一
種
で
、

や
や
長
め
の
胴
に
提
げ
手
が
付
い
て
い
る
も
の
。
唐
代
の
儒
者
と
し
て
名
高
い
龐（
ほ

う
）
居
士
の
娘
霊
照
は
幼
く
し
て
禅
宗
に
帰
依
し
、
長
じ
て
は
父
母
に
孝
養
を
尽
く

す
た
め
に
街
に
出
て
籠
を
売
っ
た
と
い
う
中
国
の
伝
説
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
道
釈

画
の
少
女
が
持
つ
籠
に
似
た
も
の
を
い
う
。

（
53
） 沢
庵
和
尚　

江
戸
時
代
初
期
の
臨
済
宗
の
僧
。
諱
は
宗
彭
（
そ
う
ほ
う
）
生
没
年

は
天
正
元
年
〜
正
保
二
年
（
一
五
七
三
〜
一
六
四
五
）。
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）

三
七
歳
で
大
徳
寺
一
五
三
世
の
住
持
と
な
っ
た
が
三
日
で
退
院
。
そ
の
後
、
寺
院
法

度
・
紫
衣
法
度
を
め
ぐ
り
幕
府
に
抗
弁
し
、
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
出
羽
国
上
山

に
流
さ
れ
た
。
寛
永
九
年
許
さ
れ
て
京
に
戻
っ
た
。
後
に
三
代
将
軍
家
光
の
帰
依
を

受
け
て
寛
永
十
五
年
に
江
戸
の
品
川
に
東
海
寺
を
開
創
し
た
。
沢
庵
和
尚
の
こ
の
日

の
御
成
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、『
徳
川
実
記
』に
は「
僧
澤
庵
を
召
て
御
酒
下
さ
る
ゝ

程
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、『
慶
長
以
来
御
茶
之
記
』
に
は
「
大
樹
（
将
軍
の
意
）
ハ

自
其
御
茶
室
二
入
セ
ラ
ル
東
海
寺
ノ
住
持
澤
庵
和
尚
被
召
寄　

御
盃
数
返
重
リ
既
ニ

二
十
六
夜
ノ
月
出
ル
時
ニ
盃
ノ
上
ニ
テ
亭
主
歌
一
首
可
仕
ト
（
中
略
）
澤
庵
モ
一
首

ト
仰
ケ
レ
バ
（
後
略
）」
と
あ
る
。『
御
日
記
大
略
提
要
』
寛
永
十
七
年
九
月
十
七
日

条
に
は
「
毛
利
秀
元
様
品
川
御
茶
被
献
事　

秀
元
并
沢
庵
詠
歌
之
事
」
と
あ
る
。
こ

の
時
、
秀
元
が
詠
ん
だ
歌
は
「
降
雨
モ
今
日
ヲ
晴
ト
ヤ
我
君
ヲ
待
得
シ
山
ノ
甲
斐
ハ

有
ケ
リ
」
で
あ
り
、
澤
庵
が
詠
ん
だ
歌
は
「
夕
暮
ヲ
惜
ミ
ヲ
シ
マ
シ
木
ノ
間
ヨ
リ
早

サ
シ
ノ
ボ
ル
海
コ
シ
ノ
月
」
で
あ
る
（『
慶
長
以
来
御
茶
ノ
記
』）。

謝
辞本

研
究
を
行
う
に
あ
た
り
、
資
料
収
集
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
名
古
屋
市

蓬
左
文
庫
の
皆
様
に
、
ま
た
翻
刻
を
行
う
に
あ
た
り
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た

社
会
専
修
・
中
村
修
也
先
生
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

文
献

１　

織
茂
三
郎
「
蓬
左
文
庫
の
蔵
書
印
」　
『
ほ
う
さ
』
第
四
号　

五
頁
、
名
古
屋
市
蓬

左
文
庫
、
一
九
八
〇
年

２　
『
蓬
左
文
庫
―
歴
史
と
蔵
書
―
』
四
一
頁
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
、
二
〇
〇
四
年

３　

『
御
日
記
』
寛
永
元
年
三
月
廿
八
日
条　
「
将
軍
家
○
徳
川
秀
忠
公　

渡
御
松
平
下

野
守
忠
郷
之
館
、（
中
略
）
松
平
下
野
守
、
本
名
蒲
生
兼
日
前
将
軍
秀
忠
渡
御
有
ベ

シ
ト
被
仰
渡
シ
カ
バ
、
御
殿
之
設
、
御
成
門
ヲ
建
、（
中
略
）
巳
御
成
ノ
日
ハ
天
気

清
朗
タ
リ
、
渡
御
有
シ
ニ
御
膳
ヲ
献
ズ
、
山
海
ノ
珍
味
ヲ
盡
ス
、
御
膳
具
ニ
ハ
金
銀

ヲ
以
テ
濃
、配
膳
御
役
ハ
将
軍
家
ノ
近
臣
勤
之
、鬼
取
ノ
衆
中
御
料
理
ノ
品
々
ヲ
一
々

（ 24 ）

『茶会集』の評釈　―寛永年間の御成の茶会―

（
40
） 金
風
爐　

金
風
炉
。
金
属
製
の
風
炉
を
い
う
。
唐
銅
風
炉
（
か
ら
か
ね
ぶ
ろ
）
と

鉄
製
風
炉
が
あ
る
。
室
町
時
代
に
は
唐
銅
の
風
炉
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
室
町
時

代
後
期
の
『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
に
は
、
火
鉢
売
と
し
て
土
風
炉
を
売
り
歩
く
商

人
の
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
土
風
炉
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
金
風
炉

は
唐
銅
の
風
炉
と
考
え
ら
れ
る
。

（
41
） 四
方
物
御
釜　

茶
湯
釜
の
一
種
。
四
方
釜
。
胴
部
が
四
角
い
釜
。
釜
の
形
が
工
夫

さ
れ
る
過
程
で
、
好
み
の
釜
と
し
て
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
42
） 松
向
寺　

釜
の
銘
と
思
わ
れ
る
。
松
向
寺
と
読
め
る
が
『
慶
長
以
来
御
茶
之
記
』

で
は
「
松
向
寺
」、『
徳
川
実
記
』
で
は
「
松
尚
寺
」
と
し
て
い
る
。

（
43
） 抱
桶　

だ
き
お
け
。
水
指
の
一
種
。
南
蛮
の
壺
を
水
指
と
し
て
用
い
た
も
の
。
東

山
時
代
か
ら
桃
山
時
代
の
頃
ま
で
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
も

の
で
は
野
村
美
術
館
所
蔵
の
「
毛
織
抱
桶
水
指
」
が
知
ら
れ
て
い
る
。

（
44
） 柄
杓
立　

ひ
し
ゃ
く
た
て
。柄
杓
と
火
箸
を
立
て
て
お
く
一
輪
挿
し
ほ
ど
の
器
具
。

花
瓶
を
転
用
し
た
時
代
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
台
子
皆
具
（
だ
い
す
か
い
ぐ
）
の

一
つ
。
台
子
以
外
で
は
長
板
・
立
礼
式
の
総
荘
（
そ
う
か
ざ
り
）
に
使
用
さ
れ
る
。

金
属
製
・
陶
磁
器
製
が
あ
り
、
耳
付
の
も
の
も
あ
る
。

（
45
） 龍
耳　

龍
の
形
の
耳
。
壺
や
瓶
を
初
め
と
し
て
杯
や
鉢
な
ど
様
々
な
機
器
に
つ
け

ら
れ
た
耳
の
形
の
一
つ
。
実
用
と
装
飾
用
と
が
あ
る
。
耳
に
は
雲
耳
、
管
耳
、
笹
耳
、

鯱
耳
等
が
あ
る
。

（
46
） 水
飜　

み
ず
こ
ぼ
し
。
建
水
の
古
称
。

（
47
） コ
ウ
シ　

ご
う
し　

合
子
・
盒
子
。
元
来
は
蓋
と
合
わ
せ
て
一
組
と
す
る
の
で
合

子
と
い
う
。
合
器
（
ご
き
）
と
も
い
う
。
茶
道
で
い
う
と
こ
ろ
の
建
水
の
一
様
式
。

蓋
物
の
身
の
方
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
48
） 三
足
人
形　

こ
こ
で
は
「
三
足
人
形
」
と
読
め
る
が
、『
慶
長
以
来
御
茶
之
記
』

で
は
「
三
方
ノ
人
形
」、『
徳
川
実
記
』
で
は
「
三
方
の
偶
人
」
と
し
て
い
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
こ
れ
は
三
人
形
（
み
つ
に
ん
ぎ
ょ
う
）
の
蓋
置
と
思
わ
れ
る
。
中
国

で
は
筆
架
・
墨
台
と
し
て
用
い
ら
れ
る
文
房
具
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
蓋
置
に
見
立
て

た
も
の
で
あ
る
。

〔
茶
会
二　

影
印
続
き
〕

〔
茶
会
二　

原
文
続
き
〕

　
　

　
　

　

堂
爐
之
間

　
　

　
　

盆
石）

₄₉
（

　
　

羽
箒　

柄
杓　

蓋
置

　
　

　
　

臺）
₅₀
（

　

　

　

水
指　

 

水
飜　

茶
碗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
ケ
メ）

₅₁
（

　
　

　

又

　
　
　
　

茶
碗　

　

染
付
御
紋

　
　

　
　

茶
入　
　

瓢
箪　

唐
物

　
　
　
　
　
　
　

袋



― 307 ―
（ 26 ）

『茶会集』の評釈　―寛永年間の御成の茶会―

賞
試
之
」『
古
事
類
苑　

飲
食
部
一
』
六
八
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年

４　

『
御
日
記
大
略
提
要
』
寛
永
元
年
三
月
廿
八
日
条
・
同
二
十
九
日
条

５　

『
新
札
往
来
』
日
本
教
育
文
庫 

教
科
書
編　

四
二
三
頁 

同
文
館 

一
九
一
〇
年

６　

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』巻
第
六
一
七
、『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』第
十
巻
二
五
一
頁
、

続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
年

７　
『
徳
川
将
軍
の
御
成
』
四
六
頁
、
徳
川
美
術
館
、
二
〇
一
二
年

８　
八
尾
嘉
男
「
小
堀
遠
州
と
武
家
の
茶
湯
」 

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
五
号 

一
二
一
〜
一
四
一
頁
、
二
〇
〇
七
年

９　

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
第
七
七
三
、『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
三
巻
、
七

〜
八
頁
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
年

10　

立
石
大
樹
「
伝
藤
原
公
任
筆
『
古
今
和
歌
集
』
考 

」 『
国
文
学
』
九
七
号 

一
〜

一
三
頁
、
二
〇
一
三
年

11　

小
松
茂
美
『
伝
藤
原
公
任
筆 
古
今
和
歌
集
』
解
説
編
一
六
八
頁
〜
一
七
〇
頁
、
旺

文
社
、
二
〇
〇
七
年

12　

高
橋
義
雄
『
大
正
名
器
鑑
』
第
二
編
「
解
説
」
一
頁
、
大
正
名
器
鑑
編
纂
所
、

一
九
二
二
年

（ 27 ）

「教育学部紀要」文教大学教育学部　第 52 集　2018 年　石井 智恵美

年 月 日 亭主 正客
1 寛永 1 3 月 28 日 松平忠郷 徳川秀忠御成
2 寛永 17 9 月 16 日 毛利秀元 家光御成
3 正保 1 10 月 5 日 毛利秀元 大献院御成
4 寛文 6 12 月 16 日 老中
5 寛文 10 11 月 15 日 甲府様
6 寛文 10 9 月 1 日 水戸様
7 寛文 10 2 月 25 日 紀州様
8 寛文 10 3 月 22 日 瑞竜院様
9 寛文 10 6 月 3 日 永井伊賀守

10 延宝 2 瑞竜院様
11 延宝 5 恭心院様
12 延宝 5 水戸様
13 延宝 5 紀州様
14 元禄 13 1 月 17 日 池嶋立佐
15 宝永 2 11 月 19 日 東海寺怡渓和尚 松木次郎右衛門
16 宝永 2 岡村新右衛門
17 宝永 6 11 月 8 日 坂本目之介 野田弥左衛門
18 宝永 6 12 月 13 日 怡渓和尚 神田安休
19 享保 10 2 月 5 日 野田酔翁 宇田川与惣左衛門
20 延享 1 10 月 本多隠岐
21 天明 2 2 月 11 日 板倉伊勢守 松平出羽守
22 10 月 8 日 松平大学守 押田佐渡守
23 小堀和泉守
24 9 月 7 日 小堀和泉守 吉田孫助
25 5 月 16 日 有馬兵部大輔 芝田三右衛門
26 寛政 5 10 月 16 日 川上不白 千宗佐
27 天明 1 3 月 16 日 松尾宗政 渡辺飛騨守
28 天明 5 松尾宗政 田中宗西
29 12 月 16 日 松尾宗政 本御門主
30 4 月 15 日 松尾宗政 奈倉道伯
31 松尾宗政
32 松尾宗政
33 松尾宗政
34 9 月 26 日 松尾宗政
35 天明 8 松尾宗政
36 1 月 1 日 松尾宗政
37 松尾宗政
38 寛政 3 千宗佐
39 寛政 3 千玄室
40 寛政 3 藪内紹智
41 寛政 4 千宗左
42 寛政 4 千玄室
43 千宗室 極楽寺
44 寛政 4 5 月 1 日 久田宗参 原静脩
45 寛政 6 4 月 9 日 藪内紹智 安楽院法印
46 寛政 6 松尾宗政
47 寛政 6 10 月 25 日 千玄室
48 寛政 6 堀内宗心
49 寛政 7 2 月 0 日 松尾宗政
50 寛政 6 久田宗参
51 寛政 7 4 月 12 日 千不菴庵 右田庄右衛門
52 寛政 7 10 月 □右之介 25 回忌
53 寛政 7 千玄室
54 寛政 7 堀内宗心
55 寛政 8 千玄室
56 寛政 8 冬 山越宗玄
57 寛政 7 12 月 23 日 久田宗参
58 寛政 8 5 月 10 日 久田宗参
59 寛政 5 9 月 26 日 松尾宗政
60 寛政 5 11 月 25 日 水村仁兵衛 斎藤逸翁
61 寛政 5 川上不白

年 月 日 亭主 正客
62 寛政 5 12 月 19 日 酒井午眠 板倉摂津守
63 寛政 9 4 月 千玄室
64 寛政 9 3 月 20 日 松尾宗政
65 寛政 9 3 月 川上不白 堀田治右衛門
66 寛政 9 4 月 9 日 堀内宗心 水野弥一左衛門
67 寛政 9 4 月 22 日 鴻池別荘茶湯
68 寛政 9 8 月 4 日 川上不白 河原林三郎兵衛
69 11 月 15 日 東門跡
70 寛政 鴻池
71 藪内紹智口切 坤巻
72 寛政 6 月 3 日 古筆了意 森丈太郎
73 寛政 松尾宗政
74 安永 4 12 月 19 日 西市佐源
75 天明 5 10 月 10 日 松尾宗政 田井宗物
76 天明 5 10 月 15 日 千玄室 松尾宗政
77 天明 5 10 月 20 日 三谷宗鎮 閑松寺
78 天明 5 10 月 23 日 田中宗西 松尾宗政
79 天明 5 11 月 24 日 藪内紹智 吉田孫助
80 天明 5 11 月 25 日 三井三郎助 吉田孫助
81 天明 5 11 月 3 日 久田宗参 吉田孫助
82 天明 5 11 月 3 日 小刀屋太兵衛 松木一貞
83 例年 大徳寺利休忌
84 寛政 9 10 月 11 日 水戸黄門公
85 寛政 9 10 月 22 日 宇佐美懸斎 佐藤傳弥
86 寛政 9 11 月 2 日 青山大膳亮
87 寛政 9 9 月 29 日 大坂八木平
88 山越宗玄
89 竹屋坊主
90 寛政 9 10 月 9 日 蓮生寺 村田七右衛門
91 寛政 9 10 月 13 日 高尾
92 10 月 15 日 山中忠三郎 村田七右衛門
93 10 月 19 日 秋山道格 黒川彦左衛門
94 11 月 2 日 黒川彦左衛門 村田七右衛門
95 板倉伊勢守
96 寛政 9 千玄室
97 寛政 9 12 月 4 日 松尾宗政
98 寛政 9 11 月 15 日 川上不白 杉山傳蔵
99 寛政 9 水戸黄門公

100 寛政 9 8 月 18 日 藪内紹智 大徳寺獨庵
101 寛政 10 松平加州公
102 寛政 10 9 月 9 月 松尾宗政
103 寛政 10 10 月 15 日 久田宗参
104 寛政 10 10 月 25 日 藪内紹智 久田宗三
105 寛政 10 10 月 1 日 三谷宗鎮
106 寛政 10 千玄室
107 川上不白
108 寛政 11 今日庵
109 楽只軒
110 未 11 月 24 日 松尾宗政
111 寛政 12 川上不白 如心斎 50 回忌
112 寛政 12 月 13 日 松尾宗政 加藤仁右衛門
113 大久保新右衛門 飯尾傳兵衛
114 寛政 12 9 月 30 日 千玄室 村瀬大蔵
115 寛政 12 10 月 3 日 川上不白 川上不羨
116 11 月 3 日 中山備前守 大塚新五郎
117（寛政 13） 1 月 21 日 林立見 磯谷源右衛門
118 弐人之茶湯
119（享和 1） 11 月 3 日 三宅了閑 磯野長右衛門
120（享和 2） 1 月 7 日 祝邊惣五郎 鈴木定八郎
121 野呂井刑部
　　 （　  　）は推定

表１　『茶会集』に記録される茶会
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『茶会集』の評釈　―寛永年間の御成の茶会―

賞
試
之
」『
古
事
類
苑　

飲
食
部
一
』
六
八
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年

４　

『
御
日
記
大
略
提
要
』
寛
永
元
年
三
月
廿
八
日
条
・
同
二
十
九
日
条

５　

『
新
札
往
来
』
日
本
教
育
文
庫 

教
科
書
編　

四
二
三
頁 

同
文
館 

一
九
一
〇
年

６　

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』巻
第
六
一
七
、『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』第
十
巻
二
五
一
頁
、

続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
年

７　

『
徳
川
将
軍
の
御
成
』
四
六
頁
、
徳
川
美
術
館
、
二
〇
一
二
年

８　

八
尾
嘉
男
「
小
堀
遠
州
と
武
家
の
茶
湯
」 

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
五
号 

一
二
一
〜
一
四
一
頁
、
二
〇
〇
七
年

９　

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
第
七
七
三
、『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
三
巻
、
七

〜
八
頁
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
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年 月 日 亭主 正客
1 寛永 1 3 月 28 日 松平忠郷 徳川秀忠御成
2 寛永 17 9 月 16 日 毛利秀元 家光御成
3 正保 1 10 月 5 日 毛利秀元 大献院御成
4 寛文 6 12 月 16 日 老中
5 寛文 10 11 月 15 日 甲府様
6 寛文 10 9 月 1 日 水戸様
7 寛文 10 2 月 25 日 紀州様
8 寛文 10 3 月 22 日 瑞竜院様
9 寛文 10 6 月 3 日 永井伊賀守

10 延宝 2 瑞竜院様
11 延宝 5 恭心院様
12 延宝 5 水戸様
13 延宝 5 紀州様
14 元禄 13 1 月 17 日 池嶋立佐
15 宝永 2 11 月 19 日 東海寺怡渓和尚 松木次郎右衛門
16 宝永 2 岡村新右衛門
17 宝永 6 11 月 8 日 坂本目之介 野田弥左衛門
18 宝永 6 12 月 13 日 怡渓和尚 神田安休
19 享保 10 2 月 5 日 野田酔翁 宇田川与惣左衛門
20 延享 1 10 月 本多隠岐
21 天明 2 2 月 11 日 板倉伊勢守 松平出羽守
22 10 月 8 日 松平大学守 押田佐渡守
23 小堀和泉守
24 9 月 7 日 小堀和泉守 吉田孫助
25 5 月 16 日 有馬兵部大輔 芝田三右衛門
26 寛政 5 10 月 16 日 川上不白 千宗佐
27 天明 1 3 月 16 日 松尾宗政 渡辺飛騨守
28 天明 5 松尾宗政 田中宗西
29 12 月 16 日 松尾宗政 本御門主
30 4 月 15 日 松尾宗政 奈倉道伯
31 松尾宗政
32 松尾宗政
33 松尾宗政
34 9 月 26 日 松尾宗政
35 天明 8 松尾宗政
36 1 月 1 日 松尾宗政
37 松尾宗政
38 寛政 3 千宗佐
39 寛政 3 千玄室
40 寛政 3 藪内紹智
41 寛政 4 千宗左
42 寛政 4 千玄室
43 千宗室 極楽寺
44 寛政 4 5 月 1 日 久田宗参 原静脩
45 寛政 6 4 月 9 日 藪内紹智 安楽院法印
46 寛政 6 松尾宗政
47 寛政 6 10 月 25 日 千玄室
48 寛政 6 堀内宗心
49 寛政 7 2 月 0 日 松尾宗政
50 寛政 6 久田宗参
51 寛政 7 4 月 12 日 千不菴庵 右田庄右衛門
52 寛政 7 10 月 □右之介 25 回忌
53 寛政 7 千玄室
54 寛政 7 堀内宗心
55 寛政 8 千玄室
56 寛政 8 冬 山越宗玄
57 寛政 7 12 月 23 日 久田宗参
58 寛政 8 5 月 10 日 久田宗参
59 寛政 5 9 月 26 日 松尾宗政
60 寛政 5 11 月 25 日 水村仁兵衛 斎藤逸翁
61 寛政 5 川上不白

年 月 日 亭主 正客
62 寛政 5 12 月 19 日 酒井午眠 板倉摂津守
63 寛政 9 4 月 千玄室
64 寛政 9 3 月 20 日 松尾宗政
65 寛政 9 3 月 川上不白 堀田治右衛門
66 寛政 9 4 月 9 日 堀内宗心 水野弥一左衛門
67 寛政 9 4 月 22 日 鴻池別荘茶湯
68 寛政 9 8 月 4 日 川上不白 河原林三郎兵衛
69 11 月 15 日 東門跡
70 寛政 鴻池
71 藪内紹智口切 坤巻
72 寛政 6 月 3 日 古筆了意 森丈太郎
73 寛政 松尾宗政
74 安永 4 12 月 19 日 西市佐源
75 天明 5 10 月 10 日 松尾宗政 田井宗物
76 天明 5 10 月 15 日 千玄室 松尾宗政
77 天明 5 10 月 20 日 三谷宗鎮 閑松寺
78 天明 5 10 月 23 日 田中宗西 松尾宗政
79 天明 5 11 月 24 日 藪内紹智 吉田孫助
80 天明 5 11 月 25 日 三井三郎助 吉田孫助
81 天明 5 11 月 3 日 久田宗参 吉田孫助
82 天明 5 11 月 3 日 小刀屋太兵衛 松木一貞
83 例年 大徳寺利休忌
84 寛政 9 10 月 11 日 水戸黄門公
85 寛政 9 10 月 22 日 宇佐美懸斎 佐藤傳弥
86 寛政 9 11 月 2 日 青山大膳亮
87 寛政 9 9 月 29 日 大坂八木平
88 山越宗玄
89 竹屋坊主
90 寛政 9 10 月 9 日 蓮生寺 村田七右衛門
91 寛政 9 10 月 13 日 高尾
92 10 月 15 日 山中忠三郎 村田七右衛門
93 10 月 19 日 秋山道格 黒川彦左衛門
94 11 月 2 日 黒川彦左衛門 村田七右衛門
95 板倉伊勢守
96 寛政 9 千玄室
97 寛政 9 12 月 4 日 松尾宗政
98 寛政 9 11 月 15 日 川上不白 杉山傳蔵
99 寛政 9 水戸黄門公

100 寛政 9 8 月 18 日 藪内紹智 大徳寺獨庵
101 寛政 10 松平加州公
102 寛政 10 9 月 9 月 松尾宗政
103 寛政 10 10 月 15 日 久田宗参
104 寛政 10 10 月 25 日 藪内紹智 久田宗三
105 寛政 10 10 月 1 日 三谷宗鎮
106 寛政 10 千玄室
107 川上不白
108 寛政 11 今日庵
109 楽只軒
110 未 11 月 24 日 松尾宗政
111 寛政 12 川上不白 如心斎 50 回忌
112 寛政 12 月 13 日 松尾宗政 加藤仁右衛門
113 大久保新右衛門 飯尾傳兵衛
114 寛政 12 9 月 30 日 千玄室 村瀬大蔵
115 寛政 12 10 月 3 日 川上不白 川上不羨
116 11 月 3 日 中山備前守 大塚新五郎
117（寛政 13） 1 月 21 日 林立見 磯谷源右衛門
118 弐人之茶湯
119（享和 1） 11 月 3 日 三宅了閑 磯野長右衛門
120（享和 2） 1 月 7 日 祝邊惣五郎 鈴木定八郎
121 野呂井刑部
　　 （　  　）は推定

表１　『茶会集』に記録される茶会




